
西
脇
常
記
教
授
退
休
記
念
論
集

　
　
　
　

東
ア
ジ
ア
の
宗
教
と
文
化

 
 

 
 

 
 

編
集　

ク
リ
ス
テ
ィ
ア
ン
・
ウ
ィ
ッ
テ
ル
ン
／
石
立
善



古本朱子語錄について

169

　
　
　
　
　
　

古
本
朱
子
語
錄
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　

―

『
朱
子
語
類
大
全
』
未
收
語
錄
書
三
十
七
種―

石　

立
善

　
　
　

は
じ
め
に

南
宋
の
黎
靖
德
が
編
纂
し
た
『
朱
子
語
類
大
全
』
は
、
度
宗
の
咸
淳
六
年
（
一
二
七
〇
）
に
江
西
の
建
昌
府
で
刊
行
さ
れ
、
世
に

「
朱
子
語
類
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。『
朱
子
語
類
大
全
』
一
百
四
十
卷
は
、「
四
錄
二
類
」
す
な
わ
ち
李
貫
之
編
「
池
錄
」、
李
性
傳
編

「
饒
錄
」、
蔡
杭
編
「
饒
後
錄
」、
呉
堅
編
「
建
別
錄
」
及
び
黃
士
毅
編
「
蜀
類
」、
王
佖
編
「
徽
續
類
」
を
總
合
し
、
全
部
で
朱
子
門

人
九
十
七
家
の
記
し
た
語
錄
を
集
め
、「
蜀
類
」
の
分
類
を
蹈
襲
し
た
巨
編
で
あ
る
。
黎
靖
德
が
諸
錄
を
校
合
し
、そ
の
誤
り
を
正
し
、

重
復
を
削
り
、
疑
わ
し
き
を
除
き
、
遂
に
朱
子
語
錄
の
集
大
成
を
作
り
上
げ
た
の
で
あ
る
。

朱
子
（
一
一
三
〇
〜
一
二
〇
〇
）
生
前
、そ
の
語
錄
は
す
で
に
朱
門
内
部
で
流
傳
し
讀
ま
れ
て
い
た
が
、嘉
泰
二
年
（
一
二
〇
二
）、

慶
元
の
黨
禁
が
解
禁
さ
れ
た
後
、
雨
後
春
筍
の
如
く
次
々
と
世
に
出
た
の
で
あ
る
。
以
來
、
朱
子
門
人
や
私
淑
者
及
び
後
學
た
ち

の
多
く
は
、
朱
子
語
錄
の
收
集
や
傳
寫
に
熱
中
し
、
そ
れ
を
讀
む
こ
と
は
閑
居
す
る
朱
子
に
侍
し
、
謦
欬
に
接
す
る
の
と
同
樣
で
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あ
る
と
考
え
て
き
た
。
さ
ら
に
、
中
に
は
語
錄
を
究
極
の
基
準
と
し
て
朱
子
の
著
書
よ
り
重
視
し
た
者
も
い
た
。
初
期
朱
子
學
の
形

成
と
展
開
を
考
究
す
る
際
、
朱
子
語
錄
の
果
た
し
た
役
割
を
考
慮
し
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
古
本
朱
子

語
錄
に
は
、『
朱
子
語
類
大
全
』
に
收
め
ら
れ
な
か
っ
た
も
の
が
甚
だ
多
く
、
黎
靖
德
自
身
で
す
ら
目
に
し
得
な
か
っ
た
語
錄
書
も

少
な
く
な
い
。
實
際
、
古
本
朱
子
語
錄
書
の
一
部
は
「
四
錄
二
類
」
の
據
っ
た
底
本
で
あ
る
。
本
稿
で
は
宋
元
の
著
述
や
地
方
志
を

始
め
と
す
る
歷
代
の
文
獻
か
ら
、『
朱
子
語
類
大
全
』（
1
）（
以
下
、『
語
類
大
全
』
と
略
稱
す
）
未
收
の
南
宋
人
に
よ
る
朱
子
語
錄
書

三
十
七
種
を
掘
り
起
こ
し
、
そ
の
編
纂
事
情
や
存
佚
を
全
面
的
に
考
察
し
、
朱
子
語
錄
の
古
層
や
そ
の
流
傳
の
概
貌
を
復
原
し
て
み

た
い
。

　
　
　

一
、
南
宋
に
お
け
る
古
本
朱
子
語
錄
書
三
十
七
種

（
一
）
朱
子
親
定
『
翁
季
錄
』　
（
佚
）

蔡
杭
（
一
一
九
三
〜
一
二
五
九
）「
饒
州
刊
朱
子
語
後
錄
後
序
」は
『
翁
季
錄
』
に
觸
れ
て
云
う
。

獨
念
先
師
又
有
親
自
刪
定
與
先
大
父
西
山
講
論
之
語
及
性
與
天
道
之
妙（
2
）、
名
曰『
翁
季
錄
』
者
、
久
未
得
出
以
流
行
於
世
。（
3
）

（
門
人
た
ち
の
記
し
た
語
錄
の
ほ
か
、）
先
師
に
は
、
亡
き
祖
父
西
山
と
講
論
し
た
際
に
性
と
天
道
の
妙
に
言
及
し
た
記
錄
を
親

ら
刪
定
し
名
付
け
て
『
翁
季
錄
』
と
い
う
も
の
も
あ
る
が
、
そ
の
書
は
久
し
く
篋
笥
に
藏
さ
れ
、
世
に
流
傳
で
き
な
か
っ
た
。

私
は
そ
れ
だ
け
が
氣
掛
か
り
で
あ
る
。

蔡
杭
は
字
仲
節
、
號
は
久
軒
、
建
寧
府
建
陽
縣
の
人
、
蔡
沈
（
一
一
六
七
〜
一
二
三
〇
）
の
次
男
、
朱
子
門
人
で
あ
る
。
周
知
の

よ
う
に
、
蔡
氏
一
族
は
朱
子
と
は
深
い
關
係
を
持
っ
て
い
た
が
、
上
文
に
云
う
『
翁
季
錄
』
は
蔡
杭
の
祖
父
蔡
元
定
（
一
一
三
五
〜
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一
一
九
八
）
の
朱
子
と
の
學
問
を
め
ぐ
る
談
話
記
錄
で
あ
る
。
恐
ら
く
朱
子
門
人
が
傍
で
そ
の
談
話
を
筆
錄
し
、
後
に
朱
子
親
ら
の

刪
定
を
得
た
の
で
あ
ろ
う
。
書
名
の
「
翁
」
は
晦
翁
す
な
わ
ち
朱
子
を
謂
い
、「
季
」
は
元
定
の
字
季
通
を
指
す
。
眞
德
秀
（
一
一
七
八

〜
一
二
三
五
）「
九
峯
先
生
蔡
君
墓
表
」
の
冒
頭
に
蔡
沈
の
父
元
定
に
言
及
し
て
い
う
。

聘
君
以
師
事
朱
文
公
、
而
文
公
顧
曰
、「
季
通
、
吾
老
友
也
。
凡
性
與
天
道
之
妙
、
他
弟
子
不
得
聞
者
、
必
以
語
季
通
焉
。」
異

篇
奥
傳
、
微
辭
突
義
、
多
先
令
討
究
而
後
親
折
衷
之
、
故
嘗
輯
其
問
答
之
辭
曰
『
翁
季
錄
』
者
、
蓋
引
以
自
匹
也
。（
4
）

聘
君
（
元
定
）
は
朱
文
公
に
師
事
し
よ
う
と
し
た
が
、
し
か
し
文
公
は
、「
あ
な
た
は
私
の
老
友
だ
。
ほ
か
の
弟
子
た
ち
が
耳

に
し
得
な
い
性
と
天
道
の
妙
は
、
必
ず
あ
な
た
に
語
る
の
だ
」
と
言
わ
れ
た
。
極
め
て
難
解
な
書
篇
や
字
句
に
つ
い
て
は
、
大

體
先
に
元
定
に
討
究
さ
せ
た
後
に
、親
ら
折
衷
さ
れ
た
。
故
に
（
文
公
が
）
か
つ
て
二
人
の
問
答
の
言
葉
を
編
纂
し
、『
翁
季
錄
』

と
名
付
け
た
の
は
、
元
定
を
引
い
て
二
人
が
同
格
で
あ
る
こ
と
を
示
そ
う
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

蔡
元
定
は
朱
子
と
の
交
遊
が
長
く
、
朱
子
が
生
涯
に
お
い
て
最
も
信
頼
を
寄
せ
た
講
友
で
あ
る
。
ま
た
朱
門
に
お
い
て
朱
子
に
次

ぐ
師
範
代
の
よ
う
な
存
在
で
、
人
々
に
慕
わ
れ
た
。
朱
子
は
ま
た
、「
造
化
の
微
妙
さ
は
理
を
深
く
認
識
し
た
者
の
み
體
得
す
る
こ

と
が
で
き
る
が
、
私
は
季
通
と
そ
れ
を
語
っ
て
厭
き
る
こ
と
が
な
い（
5
）」
と
髙
く
評
價
し
た
。
蔡
元
定
は
學
殖
が
深
く
、
特
に
律
呂
・

象
數
の
學
に
精
通
し
て
お
り
、
朱
子
と
性
や
天
道
な
ど
深
層
の
形
而
上
學
に
つ
い
て
語
り
合
っ
た
と
い
う
の
も
頷
け
る
。

李
光
地
（
一
六
四
二
〜
一
七
一
八
）「
刻
韓
文
考
異
跋
」
に
よ
る
と
、
清
人
の
呂
氏
の
先
祖
の
も
と
に
『
翁
季
錄
』
が
長
年
藏
さ

れ
て
い
た
が
、
後
に
『
韓
文
考
異
』
と
と
も
に
散
逸
し
て
し
ま
っ
た
と
い
う（
6
）。
そ
の
後
、
李
光
地
は
『
朱
子
全
書
』
の
編
纂
を

機
に
、
懸
賞
金
を
か
け
て
『
翁
季
錄
』
を
獻
上
す
る
者
を
募
る
よ
う
に
南
巡
す
る
康
熙
帝
に
上
奏
し
た
が（
7
）、
そ
の
書
は
遂
に
世

間
に
姿
を
現
す
こ
と
は
な
か
っ
た
。

（
二
）
陳
淳
編
『
郡
齋
錄
』　
（
佚
）
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（
三
）
陳
淳
編
『
竹
林
精
舍
錄
』　
（
佚
）

陳
淳
（
一
一
五
九
〜
一
二
二
三
）
は
字
安
卿
、
號
は
北
溪
、
漳
州
龍
溪
縣
の
人
、
朱
門
髙
弟
の
一
人
で
あ
る
。
陳
淳
錄
は
庚
戌

（
一
一
九
〇
）
と
己
未
（
一
一
九
九
）
に
聞
き
書
き
し
た
も
の
で
、「
饒
錄
」
卷
十
三
と
卷
十
四
に
收
め
ら
れ
て
い
る（
8
）。

『
郡
齋
錄
』
と
『
竹
林
精
舍
錄
』
に
つ
い
て
、『
北
溪
大
全
集
』
卷
十
に
兩
書
の
後
序
が
殘
っ
て
い
る
。
二
つ
の
序
文
に
よ
る
と
、

『
郡
齋
錄
』
は
庚
戌
（
一
一
九
〇
）
十
一
月
十
八
日
よ
り
辛
亥
（
一
一
九
一
）
五
月
二
日
に
か
け
て
の
師
事
記
錄
で
、『
竹
林
精
舍
錄
』

の
ほ
う
は
己
未
（
一
一
九
九
）
十
一
月
中
旬
よ
り
庚
申
（
一
二
〇
〇
）
正
月
五
日
に
聞
き
書
き
し
た
言
葉
で
あ
る
。
ま
た
、
序
文
の

末
尾
の
日
付
か
ら
、『
郡
齋
錄
』
は
慶
元
六
年
庚
申
（
一
二
〇
〇
）
十
月
に
編
纂
さ
れ
、『
竹
林
精
舍
錄
』
は
嘉
泰
元
年
辛
酉
（
一
二
〇
一
）

正
月
に
編
纂
さ
れ
た
こ
と
が
分
か
る
。
こ
の
よ
う
な
細
密
な
記
述
に
は
陳
淳
の
几
帳
面
な
性
格
が
現
れ
て
い
る
。
ま
た
、
そ
の
編
纂

の
縁
起
に
つ
い
て
、「
竹
林
精
舍
錄
後
序
」
で
陳
淳
が
述
懐
し
て
い
う
。

追
思
嚴
訓
、
洋
洋
在
耳
、
不
知
涕
零
。
於
是
編
而
集
之
、
以
爲
終
身
鑽
仰
之
警
、
庶
幾
朝
夕
目
擊
、
常
有
以
不
替
其
在
如
之
誠
、

而
無
昧
乎
此
心
之
靈
。

先
生
の
ご
訓
辭
を
追
憶
し
、
洋
々
と
し
て
耳
元
に
あ
る
よ
う
で
、
悲
し
く
て
涙
が
止
ま
ら
な
い
。
そ
こ
で
ご
訓
辭
を
編
集
し
、

終
身
學
問
を
探
究
す
る
警
め
と
し
て
、
朝
夕
目
に
し
、
い
つ
も
先
生
の
お
側
に
侍
す
る
よ
う
な
誠
心
誠
意
を
持
ち
、
自
分
の
良

心
に
悖
ら
な
い
よ
う
に
す
る
。

ほ
か
の
朱
門
弟
子
も
陳
淳
と
同
じ
よ
う
な
思
い
で
師
の
語
錄
を
編
纂
し
た
と
言
え
よ
う
。
ま
た
、
原
文
の
「
在
如
」
は
「
如
在
」

に
作
る
べ
し
。『
郡
齋
錄
』
と
『
竹
林
精
舍
錄
』
は
い
ず
れ
も
傳
ら
な
い
が
、『
北
溪
先
生
字
義
詳
講
』
卷
下
「
經
權
」
の
陳
北
溪
の

門
人
に
よ
る
附
注
に
「
先
生
が
編
纂
し
た
文
公
の
『
竹
林
精
舍
語
錄
』」
云
云
と
見
え
る
。
ま
た
『
經
濟
文
衡
後
集
』
卷
十
四
「
論

荊
公
欲
富
國
強
兵
之
意
」
條
も
『
竹
林
精
舍
錄
』
の
語
錄
を
引
い
て
い
る
。『
郡
齋
錄
』
と
『
竹
林
精
舍
錄
』
が
刊
刻
さ
れ
た
か
ど

う
か
は
今
の
と
こ
ろ
考
察
し
得
な
い
が
、『
竹
林
精
舍
錄
』
は
陳
北
溪
門
下
及
び
朱
子
の
後
學
に
お
い
て
あ
る
程
度
流
傳
し
た
こ
と
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は
疑
い
な
か
ろ
う
。

（
四
）
度
正
刊
「
朱
子
語
錄
」　
（
佚
）

度
正
は
字
周
卿
、號
は
性
善
、合
州
巴
川
縣
の
人
、朱
子
晩
年
の
弟
子
で
あ
る
。『
語
類
大
全
』
に
は
度
正
錄
は
載
せ
ら
れ
て
い
な
い
。

初
め
は
劉
德
修
に
學
び
、
後
に
朱
門
に
入
っ
た
。

度
正
が
刊
刻
し
た
朱
子
語
錄
の
書
名
は
不
詳
で
、
諸
家
の
書
目
に
も
著
錄
さ
れ
て
い
な
い
が
、
魏
了
翁
（
一
一
七
八
〜
一
二
三
七
）

「
眉
州
刊
朱
子
語
類
序
」
は
そ
の
書
の
刊
刻
經
緯
を
詳
し
く
語
っ
て
い
る（
9
）。
嘉
定
元
年
（
一
二
〇
八
）、
度
周
卿
は
成
都
に
い
た

魏
了
翁
に
対
し
、
魏
氏
家
藏
の
語
錄
を
刊
行
し
、
後
學
を
裨
益
し
て
ほ
し
い
と
懇
請
し
た
が
、
魏
了
翁
は
學
ぶ
者
が
語
錄
頼
み
に
な

っ
て
し
ま
い
、
濫
用
す
る
弊
害
を
心
配
し
、
拒
否
し
た
の
で
あ
る
。
度
正
は
し
ば
ら
く
斷
念
し
て
い
た
が
、
數
年
後
、
魏
了
翁
所
藏

の
語
錄
の
一
部
を
手
に
入
れ
た
。
彼
は
師
說
を
公
刊
す
る
意
志
が
強
く
、
結
局
魏
氏
の
忠
告
を
聞
か
ず
獨
斷
で
四
川
の
青
衣
で
刊
行

し
た
。
魏
氏
の
所
藏
し
て
い
た
語
錄
は
厖
大
な
量
で
、
元
々
も
う
一
人
の
朱
子
門
人
輔
廣
に
贈
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
度
正
の
刊
刻

し
た
語
錄
は
そ
の
十
分
の
一
二
に
過
ぎ
ず
、
そ
の
後
李
貫
之
が
嘉
定
八
年
（
一
二
一
五
）
に
池
州
で
刊
刻
し
た
「
池
錄
」
は
そ
の
十

分
の
六
七
で
あ
っ
た
と
い
う
。

度
正
が
語
錄
書
を
刊
刻
し
た
年
代
で
あ
る
が
、
嘉
定
元
年
（
一
二
〇
八
）
よ
り
以
後
の
數
年
で
、「
池
錄
」
刊
刻
以
前
と
い
う
こ

と
に
な
る
。
故
に
、
度
本
「
朱
子
語
錄
」
は
嘉
定
三
年
（
一
二
一
〇
）
よ
り
八
年
（
一
二
一
五
）
ま
で
の
間
に
刊
行
さ
れ
た
と
思
わ

れ
る
。
一
二
一
五
年
に
付
梓
さ
れ
た
「
池
錄
」
が
最
も
古
い
朱
子
語
錄
で
あ
る
と
通
說
と
し
て
說
か
れ
て
き
た
が
、
實
は
度
正
の
青

衣
本
語
錄
こ
そ
現
在
確
認
で
き
る
刊
行
さ
れ
た
最
古
の
も
の
で
あ
る
。
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（
五
）
楊
方
編
『
寒
泉
語
』　
（
佚
）

楊
方
（
一
一
三
四
〜
一
二
一
一
）
は
字
子
直
、
汀
州
長
汀
縣
の
人
、
早
年
に
朱
門
に
入
り
、
師
事
期
間
が
最
も
長
い
弟
子
で
あ
る
。

楊
方
錄
は
庚
寅
（
一
一
七
〇
）
に
聞
き
書
き
し
た
も
の
で
、「
饒
後
錄
」
卷
一
に
收
め
ら
れ
て
い
る（
10
）。

蔡
杭
「
饒
州
刊
朱
子
語
後
錄
後
序
」
に
い
う
。

淳
祐
戊
申
、
杭
將
指
江
東
、
鄱
陽
洪
叔
魯
芹
以
其
外
大
父
吏
部
楊
公
方
手
所
錄
『
寒
泉
語
』
見
示
、
既
又
於
安
仁
湯
叔
遜
汲
得

其
家
藏
包
公
揚
所
錄
。
二
公
在
師
門
爲
前
輩
、
所
錄
尚
未
編
入
、
則
所
遺
者
亦
多
矣
。

淳
祐
戊
申
（
一
二
四
八
）、
杭
わ
た
く
しが

江
東
に
向
か
お
う
と
し
た
時
、
鄱
陽
の
人
洪
叔
魯
（
名
は
芹
）
は
そ
の
外
祖
父
の
吏
部
の
楊

公
方
の
手
錄
し
た
『
寒
泉
語
』
を
見
せ
て
く
れ
た
。
さ
ら
に
安
仁
の
人
湯
叔
遜
か
ら
そ
の
家
藏
す
る
包
公
揚
が
記
し
た
語
錄
を

手
に
入
れ
た
。
楊
・
包
の
二
公
は
師
門
に
お
い
て
は
先
輩
に
あ
た
る
の
に
、
二
人
の
記
錄
は
ま
だ
既
刊
の
語
錄
書
に
編
入
さ
れ

て
い
な
い
。
ほ
か
の
遺
漏
も
多
か
ろ
う
。

蔡
杭
は
鄱
陽
の
洪
芹
よ
り
そ
の
外
祖
父
に
當
た
る
楊
方
が
親
ら
記
し
た
『
寒
泉
語
』
を
見
せ
ら
れ
、
安
仁
の
湯
叔
遜
か
ら
得
た
包

揚
錄
と
合
わ
せ
て
そ
の
「
饒
後
錄
」
に
入
れ
た
の
で
あ
る
。
蔡
杭
が
見
た
『
寒
泉
語
』
は
楊
方
の
手
稿
本
で
、
單
行
書
と
し
て
上
梓

さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

（
六
）
鄭
可
學
編
『
師
說
』　
（
佚
）

鄭
可
學
（
一
一
五
二
〜
一
二
一
二
）
は
字
子
上
、
號
は
持
齋
、
興
化
軍
莆
田
縣
の
人
、
朱
子
髙
弟
の
一
人
で
あ
る
。
鄭
可
學
錄
は

辛
亥
（
一
一
九
一
）
に
聞
き
書
き
し
た
も
の
で
、「
饒
錄
」
卷
十
六
に
收
め
ら
れ
て
い
る（
11
）。

『
師
說
』
十
卷
は
陳
宓
「
持
齋
先
生
鄭
公
墓
誌
銘
」（
12
）
に
記
述
さ
れ
て
い
る
。
陳
宓
に
よ
る
と
、
鄭
可
學
は
「
私
が
師
よ
り
聞
い

た
學
問
は
、
す
べ
て
精
微
要
妙
な
も
の
で
あ
る
か
ら
、
口
傳
で
文
字
に
し
な
い
の
だ
。
年
を
取
っ
て
し
ま
っ
て
、
獨
り
よ
が
り
で
あ
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っ
て
は
な
ら
な
い
。
だ
か
ら
そ
の
祕
傳
を
文
字
に
し
て
人
々
を
裨
益
し
よ
う
」
と
言
っ
た
こ
と
が
あ
る（
13
）。『
師
說
』
の
ほ
か
、
鄭

可
學
に
は
『
春
秋
博
議
』
十
卷
や
『
三
朝
北
盟
舉
要
』
一
卷
、
數
百
篇
の
詩
も
あ
る
が
、
こ
こ
で
言
っ
て
い
る
の
は
、『
師
說
』
の

編
纂
理
由
に
違
い
な
い
。『
師
說
』
は
鄭
氏
が
晩
年
編
纂
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
内
容
は
朱
子
よ
り
聞
い
た
も
の
な
の
で
、
語

錄
の
類
い
と
考
え
ら
れ
る
。

（
七
）
襲
蓋
卿
編
『
晦
庵
先
生
語
錄
』　
（
佚
）

襲
蓋
卿
は
字
夢
錫
、
衡
州
常
寧
縣
の
人
で
、
か
つ
て
張
栻
（
一
一
三
九
〜
一
一
八
〇
）
に
問
學
し
、
後
に
朱
子
に
師
事
し
た
。

襲
蓋
卿
錄
は
甲
寅(

一
一
九
四)
に
聞
き
書
き
し
た
も
の
で
、「
池
錄
」
卷
二
十
九
に
收
め
ら
れ
て
い
る（
14
）。
し
か
し
襲
氏
自
身

が
編
纂
し
た
『
晦
庵
先
生
語
錄
』
と
い
う
書
物
は
こ
れ
ま
で
全
く
知
ら
れ
て
い
な
い
。
同
門
の
黃
榦
（
一
一
五
二
〜
一
二
二
一
）
が

そ
の
書
の
た
め
に
序
文
を
撰
し
た
が
、
全
文
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

襲
兄
夢
錫
所
編
朱
先
生
語
、
字
字
皆
格
言
也
、
學
者
所
當
留
意
焉
。
雖
然
、
言
之
於
口
、
不
若
會
之
於
心
者
其
旨
深
、
玩
之
於
書
、

不
若
體
之
於
身
者
其
理
實
。
熟
味「
衣
錦
尚
絅
」
之
章（
15
）、
與
夫
「
默
而
識
之
」
之
語（
16
）、
則
於
是
書
也
庶
乎
其
有
得
矣
。（
17
）

襲
兄
夢
錫
が
編
纂
し
た
朱
先
生
の
言
葉
は
、
一
字
一
字
が
す
べ
て
格
言
で
あ
り
、
學
ぶ
者
は
留
意
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
う
わ
べ

で
話
す
よ
り
も
、
心
に
理
解
し
た
ほ
う
が
そ
の
旨
は
よ
り
深
く
、
書
物
を
玩
味
す
る
よ
り
も
、
體
に
體
得
し
た
ほ
う
が
そ
の
理

は
よ
り
充
實
し
た
も
の
と
な
る
。
と
は
い
え
、（『
中
庸
』
の
）「
衣
錦
尚
絅
」
の
章
と
、
く
だ
ん
の
「
默
し
て
こ
れ
を
識お
ぼ
える

」
と

い
う
（
孔
子
の
言
葉
）
を
よ
く
咀
嚼
す
れ
ば
、
こ
の
書
に
お
い
て
益
が
得
ら
れ
よ
う
。

こ
の
序
文
の
日
付
は
「
嘉
定
癸
酉
七
月
望
日
」
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
襲
夢
錫
が
輯
め
た
『
晦
庵
先
生
語
錄
』
は
嘉
定
六
年

（
一
二
一
三
）
に
成
立
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
池
錄
の
成
立
よ
り
二
年
早
い
。
た
だ
『
晦
庵
先
生
語
錄
』
は
諸
家
の
書
目
に
は
著
錄
さ

れ
て
お
ら
ず
、
刊
刻
で
き
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
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（
八
）
曹
彥
約
刊
『
朱
文
公
師
友
問
答
』 （
佚
）

曹
彥
約
（
一
一
五
七
〜
一
二
二
八
）
は
字
簡
甫
、南
康
軍
都
昌
縣
の
人
、兄
の
彥
純
と
同
じ
く
朱
子
に
學
ん
だ
。
方
回
（
一
二
二
七

〜
一
三
〇
七
）「
先
君
事
狀
」
に
次
の
記
述
が
見
え
る
。

在
蓬
・
利
州
、
蜀
士
執
經
、
皆
喜
得
師
、
臺
閫
爭
剡
薦
。
利
路
帥
曹
公
彥
約
、
尤
深
相
知
、
所
刊
『
朱
文
公
師
友
問
答
』、
委

先
君
訂
正
、
今
行
于
世
。（
18
）

（
先
父
が
）
蓬
州
と
利
州
に
い
た
際
、
蜀
の
士
は
經
を
執
り
、
皆
師
を
得
よ
う
と
し
た
の
で
、
地
方
長
官
は
爭
っ
て
推
薦
し
て

く
れ
た
。
利
州
路
の
帥
で
あ
る
曹
公
彥
約
は
尤
も
深
く
先
父
の
こ
と
を
知
っ
て
お
り
、
そ
の
刊
刻
し
た
『
朱
文
公
師
友
問
答
』

に
關
し
て
、
先
父
に
校
正
を
任
せ
た
。
今
そ
の
書
が
世
に
傳
わ
っ
て
い
る
。

方
回
の
父
方
琢（
一
一
七
四
〜
一
二
二
九
）は
、曹
彥
約
の
刊
刻
し
た『
朱
文
公
師
友
問
答
』の
た
め
に
文
字
を
校
正
し
た
の
で
あ
る
。

『
朱
文
公
師
友
問
答
』
は
曹
彥
約
本
人
の
筆
錄
な
の
か
或
い
は
同
門
た
ち
の
語
錄
を
集
め
た
も
の
な
の
か
は
、
今
知
る
こ
と
は
で
き

な
い
。『
朱
文
公
師
友
問
答
』
の
刊
行
期
に
つ
い
て
は
、「
先
君
事
狀
」
に
よ
る
と
、
方
琢
は
嘉
定
七
年
（
一
二
一
四
）
に
楚
州
の
州

學
敎
授
と
な
っ
て
ま
も
な
く
、蓬
州
に
移
さ
れ
た
と
い
う
。
ま
た
、魏
了
翁
が
撰
し
た
曹
彥
約
の
墓
誌
銘（
19
）
は
『
朱
文
公
師
友
問
答
』

の
こ
と
に
は
觸
れ
て
い
な
い
が
、
曹
氏
は
嘉
定
八
年
（
一
二
一
五
）
利
州
の
運
判
に
除
せ
ら
れ
た
の
で
、
そ
の
書
は
一
二
一
五
年
あ

る
い
は
そ
の
や
や
後
に
刊
行
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
つ
ま
り
、「
池
錄
」
と
ほ
ぼ
同
時
期
の
刊
行
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
ま
た
方
回

の
記
述
に
よ
っ
て
、
元
の
初
め
ま
で
『
朱
文
公
師
友
問
答
』
が
通
行
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

（
九
）
程
永
奇
編
『
朱
子
語
粹
』　
（
佚
）

程
永
奇
（
一
一
五
一
〜
一
二
二
一
）
は
字
次
卿
、
號
は
格
齋
、
徽
州
休
寧
縣
の
人
で
、
朱
子
門
人
で
あ
る
。『
語
類
大
全
』
に
は

程
永
奇
錄
は
載
せ
ら
れ
て
い
な
い
。
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『
朱
子
語
粹
』は『
朱
子
實
紀
』卷
八
の
略
傳
に
見
え
る
が
、そ
の
編
纂
に
つ
い
て
は
、葉
秀
發「
格
齋
先
生
程
君
永
奇
墓
誌
銘
」（
20
）は「『
文

公
語
類
』
は
多
く
の
手
に
よ
っ
て
記
錄
さ
れ
た
も
の
で
、
純
駁
不
一
な
の
で
、（
永
奇
が
）
自
ら
取
捨
選
擇
し
、『
朱
子
語
粹
』
十
卷
を

作
っ
た（
21
）」
と
い
う
。
墓
誌
銘
に
い
う
『
文
公
語
類
』
は
黄
士
毅
の
「
蜀
類
」
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
。『
朱
子
語
粹
』
は
程
永
奇
の
筆

錄
し
た
語
錄
書
で
は
な
く
、「
蜀
類
」
を
も
と
に
拔
粹
し
再
編
纂
を
行
っ
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、『
朱
子
語
粹
』
の
成
立
で
あ
る
が
、「
蜀

類
」
は
一
二
二
〇
年
に
刊
行
さ
れ
た
も
の
で
、
程
永
奇
は
嘉
定
十
四
年
（
一
二
二
一
）
に
卒
し
た
の
で
、『
朱
子
語
粹
』
は
程
永
奇
の
最

晩
年
す
な
わ
ち
一
二
二
〇
〜
一
二
二
一
年
に
編
纂
あ
る
い
は
刊
行
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。

（
十
）
楊
與
立
編
『
朱
子
語
略
』　
（
存
）

楊
與
立
は
字
子
權
、
號
は
船
山
、
建
寧
府
浦
城

縣
の
人
、
一
族
の
楊
道
夫
（
字
仲
思
）、
楊
驤
（
字

子
節
）
と
と
も
に
朱
子
に
學
ん
だ
。
楊
與
立
錄
は

壬
子
（
一
一
九
二
）
に
聞
き
書
き
し
た
も
の
で
、「
饒

錄
」
卷
二
十
四
に
收
め
ら
れ
て
い
る
。

『
朱
子
語
略
』
二
十
卷
は
『
郡
齋
讀
書
志
附
志
』

卷
五
上
に
著
錄
さ
れ
、
趙
希
弁
は
「
楊
與
立
が
晦

庵
先
生
の
言
葉
を
編
纂
し
た
も
の
で
、
蕭
一
致

が
道
州
で
刊
刻
し
た（
22
）」
と
い
う
。
ま
た
呂
午

（
一
一
七
九
〜
一
二
五
五
）
も
「
徽
類
」
の
序
で
そ

の
書
に
觸
れ
て
、「
嘉
定
の
庚
辰
（
一
二
二
〇
）・

明
弘
治
四
年
（
一
四
九
一
）
南
京
國
子
監
重
刊
本
翻
刻
本
『
朱
子
語
略
』（
臺
灣
國
家
圖
書
館
藏
）
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辛
巳
（
一
二
二
一
）
の
頃
に
至
っ
て
、
建
安
の
楊
與
立
が
始
め
て
『
語
略
』
を
集
約
し
、
東
南
地
域
に
流
布
し
た（
23
）」
と
記
述
し

て
い
る
。
呂
氏
の
記
述
に
よ
り
、『
朱
子
語
略
』
は
一
二
二
〇
、一
二
二
一
年
に
成
立
し
た
こ
と
が
判
明
す
る
。

『
朱
子
語
略
』
は
全
部
で
二
千
四
百
餘
條
、
細
か
く
分
類
し
た
上
で
語
錄
を
竝
べ
て
い
る
も
の
の
、
類
目
の
名
を
一
つ
も
擧
げ
て

い
な
い
。
筆
者
は
こ
の
書
の
内
容
を
考
察
し
、
分
類
し
た
こ
と
が
あ
る
。
以
下
に
そ
の
類
目
を
竝
べ
る
。

卷
一
「
爲
學
之
方
」　

卷
二
「
心
」　

卷
三
「
格
物
致
知
」　

卷
四
「
修
身
」

卷
五
「
德
、
道
」　

卷
六
「
讀
書
法
」　

卷
七
「
小
學
、
四
書
」　

卷
八
「
五
經
」

卷
九
「
諸
子
、
史
書
、
詩
文
」　

卷
十
「
論
文
」　

卷
十
一
「
太
極
、
天
地
」

卷
十
二
「
性
、
氣
」　

卷
十
三
「
仁
義
禮
智
」　

卷
十
四
「
心
性
情
」

卷
十
五
「
盡
性
至
命
」　

卷
十
六
「
爲
政
」　

卷
十
七
「
聖
人
」

卷
十
八
「
諸
儒
」　

卷
十
九
「
賢
人
」　

卷
二
十
「
論
異
端
」

『
朱
子
語
略
』
の
編
纂
や
特
色
、
版
本
な
ど
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「『
朱
子
語
略
』
與
『
朱
子
語
錄
格
言
』―

南
宋
朱
子
語
錄
的

二
形
態
」（
24
）
を
參
照
さ
れ
た
い
。

（
十
一
）
李
方
子
編
『
傳
道
精
語
』　
（
佚
）

李
方
子
（
？
〜
一
二
二
三
）
は
字
公
晦
、
號
は
果
齋
、
邵
武
軍
光
澤
縣
の
人
で
、
朱
門
髙
弟
の
一
人
で
あ
る（
25
）。
李
方
子
錄
は

戊
申
（
一
一
八
八
）
に
聞
き
書
き
し
た
も
の
で
、「
池
錄
」
卷
六
に
收
め
ら
れ
て
い
る
。

『
傳
道
精
語
』三
十
卷
後
集
二
十
六
卷
は『
郡
齋
讀
書
志
附
志
』卷
五
下
に
著
錄
さ
れ
て
お
り
、「
李
方
子
が
濂
溪
・
康
節
・
横
渠
・
明
道
・

伊
川
・
晦
庵
・
南
軒
・
東
萊
の
說
を
編
纂
し
、
分
類
し
て
集
め
た
も
の
で
あ
る（
26
）」
と
い
う
。『
傳
道
精
語
』
に
は
朱
子
を
含
め
て

兩
宋
の
道
學
者
八
人
の
學
說
が
收
め
ら
れ
て
い
る
。
ほ
か
の
七
人
は
と
も
か
く
と
し
て
、
朱
子
部
分
の
收
錄
内
容
は
そ
の
語
錄
で
あ
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る
に
違
い
な
い
。『
傳
道
精
語
』
は
純
粹
な
朱
子
語
錄
書
で
は
な
い
が
、
實
際
に
は
朱
子
語
錄
書
と
し
て
同
時
代
人
に
重
視
さ
れ
た

の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
呂
午
は
「
徽
類
」
の
序
に
お
い
て
、
わ
ざ
わ
ざ
『
朱
子
語
錄
格
言
』
と
『
傳
道
精
語
』
を
竝
べ
て
言
及
し
て

い
る（
27
）。
ま
た
本
書
の
書
名
は
、董
鼎
『
書
蔡
氏
傳
輯
錄
纂
注
』
で
は
『
名
儒
傳
道
精
語
』
に
作
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
事
實
は
『
傳

道
精
語
』
が
宋
か
ら
元
に
か
け
て
か
な
り
廣
い
範
圍
で
流
布
し
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。『
傳
道
精
語
』
の
成
立
年
代
で
あ
る
が
、

李
方
子
は
嘉
定
十
六
年
（
一
二
二
三
）
に
卒
し
て
お
り
、
そ
の
前
に
成
立
し
た
こ
と
は
疑
う
餘
地
が
な
い
。

（
十
二
）
陽
枋
編
『
文
公
語
錄
四
書
』　
（
佚
）

（
十
三
）
陽
枋
編
『
朱
文
公
易
問
答
語
要
』　
（
佚
）

（
十
四
）
陽
枋
編
『
文
公
進
學
善
言
』　
（
佚
）

陽
枋
（
一
一
八
七
〜
一
二
六
七
）
は
字
宗
驥
、
原
名
は
昌
朝
、
合
州
巴
川
縣
の
人
で
あ
る
。
陽
枋
は
朱
子
門
人
の
度
正
に
師
事
し
、

後
に
も
う
一
人
の
門
人
/
淵
（
字
亞
夫
）
に
も
學
ん
だ
。
朱
子
の
再
傳
の
弟
子
に
あ
た
る
。

『
字
溪
集
』卷
十
二
附
錄「
紀
年
錄
」に
よ
れ
ば
、陽
枋
は
紹
定
四
年（
一
二
三
一
）に『
文
公
語
錄
四
書
』を
、淳
祐
十
年（
一
二
五
〇
）

に
『
朱
文
公
易
問
答
語
要
』
を
分
類
編
纂
し
、
さ
ら
に
淳
祐
十
二
年
（
一
二
五
二
）
に
新
し
く
朱
子
の
易
說
の
精
要
と
思
わ
れ
る
語

錄
を
集
め
て
編
を
爲
し
、
題
し
て
『
文
公
進
學
善
言
』
と
い
っ
た
。
書
名
か
ら
判
斷
す
る
と
、
陽
枋
が
入
手
し
た
朱
子
語
錄
に
對
し

再
編
纂
を
行
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
し
か
し
「
紀
年
錄
」
や
「
字
溪
先
生
陽
公
行
狀
」（
28
）
に
は
、
そ
の
三
書
の
刊
行
さ
れ
た
記
述

は
見
え
な
い
。

（
十
五
）
史
守
文
編
『
朱
文
公
五
書
問
答
』　
（
佚
）

魏
了
翁
「
朱
文
公
五
書
問
答
序
」
は
次
の
よ
う
に
い
う
。
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丹
稜
史
孟
博
守
文
比
歳
東
遊
、
識
趙
季
仁
師
恕
于
夔
。
館
之
累
月
、
得
未
見
之
書
。
乃
『
易
本
義
』
與
『
論
孟
集
注
』、『
中
庸

大
學
章
句
』、『
或
問
』
之
外
、
又
裒
當
時
答
問
之
語
爲
一
編
。
孟
博
將
刻
諸
梓
、
乞
言
以
識
篇
首
。（
29
）

丹
稜
の
史
孟
博
（
名
は
守
文
）
は
、
近
年
東
遊
し
、
夔
州
で
趙
季
仁
（
名
は
師
恕
）
と
知
り
合
っ
た
。
趙
季
仁
の
家
に
泊
ま
る

こ
と
ほ
ぼ
一
ヶ
月
の
間
、未
見
の
書
を
手
に
入
れ
た
。
そ
れ
は
『
易
本
義
』
と
『
論
孟
集
注
』、『
中
庸
章
句
』、『
大
學
章
句
』、『
四

書
或
問
』
で
あ
る
。
そ
れ
以
外
、
さ
ら
に
當
時
の
（
朱
子
の
）
答
問
の
言
葉
を
集
め
一
編
と
爲
し
た
。
孟
博
は
そ
の
書
を
刊
刻

し
よ
う
と
し
て
、
私
に
篇
首
に
識
す
言
葉
を
乞
う
た
。

四
川
の
丹
稜
縣
の
人
史
守
文
（
字
孟
博
）
は
東
遊
の
際
、
夔
州
に
お
い
て
朱
子
門
人
の
趙
師
恕
に
出
會
っ
た
。
趙
師
恕
は
字
季
仁
、

宋
の
皇
室
の
後
裔
で
あ
る
。
史
守
文
は
朱
子
の
後
學
で
、
道
學
を
志
し
た
人
物
で
あ
る（
30
）。
趙
氏
の
家
に
寓
居
す
る
間
、
史
守
文

は
朱
子
の
多
く
の
著
書
を
趙
氏
よ
り
得
た
の
み
な
ら
ず
、
ま
た
朱
子
と
そ
の
弟
子
た
ち
の
交
わ
し
た
問
答
を
集
め
た
。
そ
の
語
錄
資

料
も
當
然
趙
師
恕
よ
り
手
に
入
れ
た
は
ず
で
あ
る
。「
五
書
」
と
は
、『
易
』、『
論
語
』、『
孟
子
』、『
中
庸
』、『
大
學
』
の
こ
と
で
あ
る
。

史
孟
博
は
こ
の
語
錄
書
を
刊
行
し
、
朱
子
の
五
書
に
施
し
た
注
釋
の
助
け
に
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
諸
家
の
書
目
は
、
い
ず

れ
も
『
朱
文
公
五
書
問
答
』
を
著
錄
し
て
い
な
い
。
ま
た
、
魏
了
翁
は
嘉
熙
元
年
（
一
二
三
七
）
に
卒
し
て
お
り
、
そ
の
書
は
そ
れ

以
前
に
編
纂
あ
る
い
は
刊
行
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。

（
十
六
）
包
揚
編
『
文
說
』　
（
佚
）

包
揚
は
字
顯
道
、
號
は
克
堂
、
建
昌
軍
南
城
縣
の
人
で
あ
る
。
元
々
陸
象
山
（
一
一
三
九
〜
一
一
九
三
）
の
弟
子
で
、
後
に
朱
子

に
師
事
し
た
。
包
揚
錄
は
癸
卯
（
一
一
八
三
）、
甲
辰
（
一
一
八
四
）、
乙
巳
（
一
一
八
五
）
に
聞
き
書
き
し
た
も
の
で
、「
饒
後
錄
」

卷
三
、
卷
四
、
卷
五
、
卷
六
に
收
め
ら
れ
て
い
る（
31
）。

黎
靖
德
が
景
定
四
年
（
一
二
六
三
）
に
撰
し
た
「
語
類
大
全
序
」
で
「
饒
錄
」
に
つ
い
て
、
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其
四
十
二
卷
「
元
題
『
文
說
』」
者
、
以
靖
德
考
之
、
疑
包
公
揚
所
錄
。
蓋
公
之
子
尚
書
恢
、
嘗
刻
公
所
輯
『
文
說
』
一
編
、

視
此
卷
雖
略
、
而
饒
後
錄
所
刊
包
公
錄
中
、
往
往
有
此
卷
中
語
、
是
知
此
爲
公
所
錄
亡
疑
。

そ
の
四
十
二
卷
に
見
え
て
い
る
「
元
々
『
文
說
』
と
題
さ
れ
て
い
る
」
も
の
に
つ
い
て
、
靖わ
た
く
し德

が
考
え
る
に
、
包
公
揚
の
記

錄
で
は
な
い
か
と
。
思
う
に
公
の
子
で
、
尚
書
で
あ
る
恢
は
公
の
輯
め
た
『
文
說
』
一
編
を
刊
刻
し
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
内

容
は
こ
の
四
十
二
卷
に
見
え
る
も
の
と
比
べ
て
簡
略
で
あ
る
が
、「
饒
後
錄
」
の
刊
刻
し
た
包
公
錄
の
中
に
は
、
こ
の
卷
の
語

が
往
々
見
え
て
い
る
の
で
、
そ
れ
は
公
に
よ
っ
て
記
錄
さ
れ
た
も
の
に
違
い
な
い
こ
と
が
分
か
る
。

と
い
う
。「
饒
錄
」
第
四
十
二
卷
は
無
名
氏
錄
で
あ
る
が
、黎
靖
德
は
そ
の
卷
が
本
來
『
文
說
』
と
題
さ
れ
て
い
た
痕
跡
、さ
ら
に
「
饒

後
錄
」
所
收
の
包
揚
錄
と
比
べ
る
こ
と
で
、
包
揚
錄
で
あ
る
と
推
定
し
た
。『
直
齋
書
錄
解
題
』
卷
二
十
二
に
『
文
說
』
一
卷
が
著

錄
さ
れ
て
お
り
、「
南
城
の
包
揚
（
字
顯
道
）
が
朱
侍
講
が
文
を
論
じ
た
言
葉
を
記
錄
し
た
も
の
で
あ
る（
32
）」
と
い
う
。
こ
の
『
文
說
』

を
刊
行
し
た
の
は
包
揚
の
子
包
恢
（
一
一
八
二
〜
一
二
六
八
）
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
、
黎
靖
德
は
包
氏
の
記
錄
に
は
疑
わ

し
い
も
の
や
誤
り
が
あ
る
た
め
、
削
除
を
行
っ
て
い
る
。

（
十
七
）
葉
士
龍
編
『
朱
子
語
錄
格
言
』　
（
存
）

葉
士
龍
は
字
雲
叟
、
號
は
澹
軒
、
處
州
麗
水
縣
の
人
、
黄
榦
の
門
人
で
あ
る
。

『
朱
子
語
錄
格
言
』
は
全
十
八
卷
、四
十
七
の
類
目
に
分
け
ら
れ
、語
錄
數
は
一
千
五
百
餘
條
に
の
ぼ
る
。
本
書
の
記
錄
者
と
し
て
、

そ
の
卷
首
「
語
錄
答
問
弟
子
姓
氏
」
に
董
銖
、
竇
從
周
、
金
去
僞
、
李
季
札
、
萬
人
傑
、
楊
道
夫
、
徐
寓
、
林
恪
、
石
洪
慶
、
徐
容
、

甘
節
、
黄
義
剛
、
龔
蓋
卿
、
廖
謙
、
孫
自
脩
、
潘
履
孫
、
林
夔
孫
、
陳
埴
、
錢
木
之
、
曾
祖
道
、
沈
僴
、
陳
淳
、
陳
芝
、
饒
榦
、
閭

丘
次
孟
、
楊
至
、
鍾
唐
傑
、
黎
季
成
、
魯
可
幾
、
鄭
仲
履
、
李
德
之
、
周
伯
壽
、
周
介
、
郭
友
仁
、
李
儒
用
、
輔
廣
、
廖
德
明
、
余

大
雅
、
陳
文
蔚
、
李
閎
祖
、
李
方
子
、
葉
賀
孫
、
潘
時
舉
、
/
淵
な
ど
朱
子
門
人
四
十
四
人
の
名
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
王
遂
「
朱
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子
語
錄
格
言
序
」
に
よ
る
と
、こ
の
書
は
も
と
十
九
卷
で
あ
っ
た
が
、第
十
九
卷
は
兵
事
に
關
わ
る
内
容
な
の
で
、削
ら
れ
た
と
い
う
。

本
書
の
目
次
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

卷
之
一
「
太
極
」、「
命
」　

卷
之
二
「
心
」、「
性
」、「
心
性
情
」、「
氣
」

卷
之
三
「
總
論
四
端
」、「
仁
」　

卷
之
四
「
義
」、「
仁
義
」、「
禮
」、「
智
」、「
敬
義
」、「
敬
」

卷
之
五
「
誠
」、「
道
」、「
忠
恕
忠
信
附
」

卷
之
六
「
陰
陽
造
化
風
雨
霜
雪
雷
電
日
星
附
」、「
五
行
氣
運
」、「
律
暦
」、「
天
文
地
理
」

卷
之
七
「
鬼
神
」　

卷
之
八
「
古
今
人
物
」　

卷
之
九
「
君
道
」、「
禮
制
」

卷
之
十
「
祭
禮
」、「
昏
禮
冠
禮
附
」、「
喪
葬
」、「
官
制
財
賦
」

卷
之
十
一
「
古
今
事
類
」　

卷
之
十
二
「
政
術
」　

卷
之
十
三
「
科
舉
」、「
刑
法
」、「
處
變
權
變
附
」、「
儀
刑
」、「
警
戒
鑒
誡
附
」、「
出
處
」

卷
之
十
四
「
學
術
」　

卷
之
十
五
「
持
養
」、「
爲
學
工
夫
」

卷
之
十
六
「
論
經
傳
子
史
古
今
文
」　

卷
之
十
七
「
讀
書
法
」

卷
之
十
八
「
議
論
」、「
疑
難
」、「
字
訓
義
名
物
附
」、「
論
異
端
」、「
雜
說
」

書
前
に
嘉
熙
戊
戌
（
一
二
三
八
）
仲
秋
の
朱
安
の
序
が
載
せ
ら
れ
て
お
り
、
一
二
三
八
年
に
成
立
し
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
書
は

後
に
徐
幾
（
字
子
與
）
に
よ
っ
て
「
語
錄
類
要
」
と
改
題
さ
れ
た
。
明
以
後
の
書
目
に
見
え
て
い
る
『
晦
庵
先
生
語
錄
類
要
』
は
『
朱

子
語
錄
格
言
』
の
こ
と
で
あ
る
。
詳
し
い
成
立
事
情
や
版
本
の
源
流
、
語
錄
の
底
本
に
關
し
て
は
、
拙
稿
「『
朱
子
語
略
』
與
『
朱

子
語
錄
格
言
』―

南
宋
朱
子
語
錄
的
二
形
態
」（
33
）
を
參
照
さ
れ
た
い
。
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（
十
八
）
朱
在
編
『
過
庭
所
聞
』　
（
佚
）

朱
在
（
一
一
六
九
〜
一
二
三
九
）
は
字
叔
敬
、一
字
敬
之
、朱
子
の
季
子
で
あ
る
。『
語
類
大
全
』
に
は
朱
在
錄
を
載
せ
て
い
な
い
。

『
論
語
纂
疏
』
卷
首
「
讀
論
孟
集
註
綱
領
」
は
『
過
庭
所
聞
』
の
次
の
一
文
を
引
用
し
て
い
る
。

『
集
註
』
於
正
文
之
下
、止
解
說
字
訓
文
義
與
聖
經
正
意
。
如
諸
家
之
說
有
切
當
明
白
者
、即
引
用
而
不
沒
其
姓
名
。
如
「
學
而
」

首
章
、
先
尹
氏
而
後
程
子
、
亦
只
是
順
正
文
解
下
來
、
非
有
髙
下
去
取
也
。
章
末
用
圈
而
列
諸
家
之
說
者
、
或
文
外
之
意
、
而

於
正
文
有
所
發
明
、
不
容
略
去
。
或
通
論
一
章
之
意
、
反
覆
其
說
、
切
要
而
不
可
不
知
也
。

『
集
註
』
は
本
文
の
下
に
、
た
だ
文
字
の
訓
詁
、
文
章
の
意
味
と
聖
經
の
本
義
を
解
說
す
る
に
止
ま
っ
て
い
る
。
諸
家
の
說
に

適
切
で
明
白
な
も
の
が
あ
れ
ば
、（
注
に
）
引
用
し
て
そ
の
氏
名
を
明
記
し
埋
沒
さ
せ
な
い
。
例
え
ば
、「
學
而
」
の
首
章
は
先

に
尹
氏
（
焞
）、
そ
の
後
ろ
に
程
子
の
說
を
引
い
て
い
る
。
こ
う
し
た
配
列
も
た
だ
本
文
に
從
い
解
說
し
て
い
く
だ
け
で
、
髙

下
や
去
取
の
差
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
章
末
に
圓
を
し
る
し
て
竝
べ
た
諸
家
の
說
は
、
あ
る
も
の
は
經
文
以
外
の
意
味
を
持

っ
て
い
る
が
、
本
文
に
對
し
て
發
明
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
か
ら
、
省
く
こ
と
は
で
き
ず
、
あ
る
も
の
は
そ
の
一
章
の
意
味
を
通

論
し
、
そ
の
說
を
反
復
す
る
も
の
で
、
そ
れ
は
重
要
で
あ
っ
て
知
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

『
文
獻
通
考
』
卷
一
百
八
十
四
の
「
論
語
集
注
」
の
條
も
こ
の
語
を
引
い
て
お
り
、『
集
注
』
全
體
の
理
解
を
助
け
る
貴
重
な
發
言

と
言
え
よ
う
。
注
意
す
べ
き
は
『
語
類
大
全
』
卷
十
四
（
第
五
十
條
）
に
見
え
る
次
の
葉
賀
孫
錄
で
あ
る
。

或
問
朱
敬
之
、「
有
異
聞
乎
。」
曰
、「
平
常
只
是
在
外
面
聽
朋
友
問
答
、
或
時
裏
面
亦
只
說
某
病
痛
處
得
。」

あ
る
人
が
朱
敬
之
に
「（
先
生
か
ら
）
何
か
違
う
こ
と
を
敎
え
て
も
ら
っ
た
か
」
と
尋
ね
た
。「
普
段
は
た
だ
外
（
書
院
）
で
學

友
た
ち
の
問
答
を
聞
く
だ
け
だ
。
或
い
は
家
の
中
で
も
私
の
學
問
上
の
欠
點
を
指
摘
さ
れ
る
に
過
ぎ
な
い
」
と
（
朱
敬
之
が
）

い
う
。

こ
の
會
話
に
よ
れ
ば
、朱
在
も
弟
子
の
籍
に
あ
り
、ほ
か
の
弟
子
た
ち
と
と
も
に
そ
の
父
に
學
ん
だ
こ
と
が
分
か
る
。『
過
庭
所
聞
』
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は
書
院
で
同
席
し
た
學
友
た
ち
の
問
答
を
聞
き
、筆
錄
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
朱
在
は
嘉
熙
三
年
（
一
二
三
九
）
に
卒
し
た
の
で
、『
過

庭
所
聞
』
は
そ
れ
以
前
に
編
纂
あ
る
い
は
刊
刻
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。

（
十
九
）
陳
文
蔚
編
『
師
訓
拾
遺
』　
（
存
）

陳
文
蔚（
一
一
五
四
〜
一
二
三
九
）は
字
才
卿
、號
は
克
齋
、信
州
上
饒
縣
の
人
、朱
子
門
人
で
あ
る
。
陳
文
蔚
錄
は
戊
申（
一
一
八
八
）

以
後
に
聞
き
書
き
し
た
も
の
で
、「
池
錄
」
卷
四
に
收
め
ら
れ
て
い
る（
34
）。

陳
文
蔚
「
答
清
江
張
元
德
書
」
は
次
の
よ
う
に
い
う
。

下
諭
所
錄
師
訓
、
毎
恨
智
識
短
淺
、
無
以
盡
先
生
之
意
。
但
於
聽
敎
之
際
、
或
未
了
了
、
即
不
敢
錄
、
庶
幾
不
失
所
傳
、
以
爲

後
來
之
惑
。
頃
嘗
遍
閱
諸
錄
、
其
他
雖
非
文
蔚
所
敢
知
、
間
有
曾
是
當
時
同
侍
敎
之
人
錄
文
蔚
所
問
答
者
、
或
牽
引
數
事
作
一

事
說
、
或
以
數
日
話
頭
各
是
一
事
者
作
一
日
說
、
首
尾
乖
剌
、
殊
覺
可
怪
。
文
蔚
擬
欲
再
拾
其
遺
、
别
作
一
錄
、
庶
見
本
來
問

答
之
目
。
目
今
未
就
、
俟
脫
稿
、
當
訪
便
請
益
。（
35
）

私
の
筆
錄
し
た
師
訓
で
あ
る
が
、
自
分
の
知
力
見
識
が
淺
薄
で
、
先
生
の
意
を
盡
く
す
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
を
い
つ
も
痛
恨

し
て
い
た
。
た
だ
先
生
か
ら
お
敎
え
い
た
だ
く
際
、
き
ち
ん
と
理
解
で
き
な
い
場
合
は
決
し
て
記
錄
し
な
か
っ
た
。
そ
れ
で
師

傳
を
失
い
後
人
の
惑
い
に
な
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
し
た
。
こ
の
頃
諸
錄
に
遍
く
目
を
通
し
た
が
、
ほ
か
の
人
の
記
錄
は
文わた
く
し蔚の

知
る
と
こ
ろ
で
は
な
い
が
、
た
ま
に
、
當
時
同
席
で
敎
え
を
受
け
た
人
が
文わた
く
し蔚の
問
答
を
記
し
た
語
錄
で
も
、
あ
る
も
の
は
先

生
の
話
さ
れ
た
幾
つ
か
の
事
を
あ
わ
せ
て
一
つ
の
事
に
し
て
し
ま
い
、
あ
る
も
の
は
數
日
に
わ
た
る
話
題
で
そ
れ
ぞ
れ
別
の
事

だ
っ
た
の
に
、
一
日
に
說
い
た
こ
と
に
し
て
い
る
。
そ
の
記
錄
の
首
尾
は
矛
盾
し
て
、
非
常
に
お
か
し
く
感
じ
ら
れ
る
。
文わた
く
し蔚

は
再
び
そ
の
遺
漏
を
拾
い
、
别
に
一
册
の
語
錄
書
に
ま
と
め
、
本
來
の
問
答
の
面
目
を
復
原
さ
せ
る
つ
も
り
で
い
る
。
今
は
ま

だ
完
成
し
て
い
な
い
の
で
、
脫
稿
し
た
ら
、
お
訪
ね
し
て
お
敎
え
を
請
お
う
。
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陳
文
蔚
は
同
門
の
張
洽
（
一
一
六
一
〜
一
二
三
七
）
に
對
し
、
當
時
刊
行
さ
れ
た
朱
子
語
錄
の
誤
り
に
耐
え
ら
れ
ず
、
そ
の
遺
漏

を
補
い
、
語
錄
書
を
作
り
た
い
と
傳
え
た
。
今
本
『
陳
克
齋
先
生
集
』
卷
七
に
載
せ
ら
れ
て
い
る
「
師
訓
拾
遺
」
は
、
朱
子
語
錄
の

遺
漏
を
輯
め
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
全
部
で
四
十
九
條
の
朱
子
語
錄
が
集
め
ら
れ
、
そ
の
大
半
は
『
語
類
大
全
』
に
は
見
え
な
い
。
詳

し
く
は
拙
稿
「
論
陳
文
蔚
『
師
訓
拾
遺
』
與
輔
廣
『
師
友
粹
言
』」
を
參
照
さ
れ
た
い（
36
）。

（
二
十
）
胡
常
編
『
晦
翁
語
錄
彙
編
』　
（
佚
）

胡
常
（
一
二
〇
二
〜
一
二
六
五
）
は
字
立
方
、
號
は
思
齋
、
台
州
黃
巖
縣
の
人
で
あ
る
。

胡
常
の
友
人
車
若
水
に
よ
る
「
晦
翁
語
錄
彙
編
序
」
は
、
胡
氏
が
そ
の
書
に
つ
い
て
「『
長
年
骨
を
折
っ
て
（
編
纂
を
行
い
）、
こ

の
書
を
自
分
の
歸
宿
と
し
よ
う
』
と
自
ら
言
っ
た（
37
）」
と
記
述
し
て
い
る
。
車
若
水
は
胡
氏
の
書
は
朱
門
弟
子
の
楊
與
立
編
『
朱

子
語
略
』
や
李
方
子
編
『
傳
道
精
語
』
よ
り
讀
者
の
た
め
に
な
る
と
髙
く
評
價
し
た
。
そ
し
て
車
若
水
の
紹
介
で
『
晦
翁
語
錄
彙
編
』

を
讀
ん
だ
杜
立
齋
（
名
は
範
）
も
、そ
の
編
纂
は
「
蜀
類
」
よ
り
精
善
だ
と
い
っ
た
。
車
若
水
が
撰
し
た
「
胡
立
方
墓
銘
」
で
は
、『
晦

翁
語
錄
彙
編
』
に
も
触
れ
て
「
そ
の
書
は
分
け
ら
れ
た
門
目
の
數
が
少
な
く
、
前
後
の
繋
が
り
も
途
切
れ
が
な
い
の
で
、
讀
者
が
ゆ

っ
た
り
と
し
て
探
究
す
る
こ
と
が
で
き
る（
38
）」
と
い
う
。
こ
こ
か
ら
そ
の
書
の
特
色
を
窺
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
た
だ
墓
銘
で
は
、

書
名
が
『
朱
子
彙
語
』（
十
卷
）
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
「
晦
翁
語
錄
彙
編
序
」
に
よ
る
と
、
編
纂
が
淳
祐
三
年
癸
卯
（
一
二
四
三
）
に
完
成
し
た
時
、
車
若
水
は
胡
常
か
ら
序
文
執

筆
の
依
頼
を
受
け
た
が
、
一
度
辭
退
し
、
二
年
後
の
淳
祐
五
年
乙
巳
（
一
二
四
五
）
に
撰
し
た
。
從
っ
て
、『
晦
翁
語
錄
彙
編
』
は

一
二
四
三
年
に
成
立
し
、
刊
行
も
一
二
四
五
年
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。
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（
二
十
一
）
呉
必
大
編
『
師
誨
』　
（
佚
）

呉
必
大
は
字
伯
豐
、
興
國
軍
の
人
、
初
め
張
栻
や
呂
祖
謙
（
一
一
三
七
〜
一
一
八
一
）
に
學
び
、
後
に
朱
子
に
師
事
し
た
。
呉
必

大
錄
は
戊
申
（
一
一
八
八
）、
己
酉
（
一
一
八
九
）
に
聞
き
書
き
し
た
も
の
で
、「
饒
錄
」
卷
八
に
收
め
ら
れ
て
い
る（
39
）。

『
郡
齋
讀
書
志
附
志
』
卷
五
下
に
『
師
誨
』
三
卷
附
錄
一
卷
が
著
錄
さ
れ
、「
呉
必
大
が
晦
庵
先
生
の
言
葉
を
記
錄
し
た
も
の
で
、

朱
鑑
が
興
國
軍
で
刊
刻
し
た
も
の
で
あ
る（
40
）」
と
い
う
。
呉
必
大
は
朱
子
に
最
も
期
待
さ
れ
た
弟
子
の
一
人
で
あ
る
が
、
慶
元
年

間（
一
一
九
五
〜
一
二
〇
〇
）に
急
死
し
た
。『
師
誨
』は
そ
の
手
錄
し
た
遺
書
と
言
え
よ
う
。
呉
氏
死
後
、朱
子
の
孫
朱
鑑（
一
一
九
〇

〜
一
二
五
八
）
に
よ
っ
て
そ
の
故
郷
で
あ
る
興
國
軍
で
刊
刻
さ
れ
た
。「
饒
錄
」
所
收
の
呉
必
大
錄
は
、
恐
ら
く
『
師
誨
』
に
據
っ

た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。『
文
淵
閣
書
目
』
卷
三
に
は
「『
師
誨
』
一
部
三
册
」
と
著
錄
さ
れ
て
お
り
、
明
代
に
は
『
師
誨
』
は
な
お

世
に
殘
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

（
二
十
二
）『
精
舍
記
聞
』　
（
佚
）

朱
鑑
編
『
文
公
易
說
』
卷
二
に
『
精
舍
記
聞
』
の
語
錄
一
條
が
引
か
れ
て
い
る
。
同
じ
く
朱
鑑
に
よ
っ
て
編
纂
さ
れ
た
『
詩
傳
遺

說
』
に
も
『
精
舍
朋
友
雜
記
』
の
記
錄
數
條
が
見
え
る
。
両
者
は
同
じ
書
物
で
あ
ろ
う
。
精
舍
と
は
朱
子
が
紹
熙
三
年
（
一
一
九
三
）

に
建
て
た
竹
林
精
舍
（
後
に
滄
州
精
舍
に
改
名
す
）
の
こ
と
を
指
し
、
朱
子
晩
年
の
言
葉
を
記
し
た
語
錄
書
と
思
わ
れ
る
。

（
二
十
三
）『
晦
庵
先
生
語
錄
大
綱
領
』　
（
存
）

『
晦
庵
先
生
語
錄
大
綱
領
』
は
朱
子
の
弟
子
あ
る
い
は
そ
の
後
學
が
、李
貫
之
編
「
池
錄
」
を
拔
粹
し
て
再
編
纂
し
た
も
の
で
あ
る
。

嘉
定
十
二
年
（
一
二
一
九
）
か
ら
咸
淳
（
一
二
六
五
〜
一
二
七
四
）
の
初
め
頃
ま
で
に
刊
行
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
本
文
「
朱
子
語
錄
」

十
卷
、
附
錄
三
卷
か
ら
な
る
。
本
文
「
朱
子
語
錄
」
は
二
十
四
の
類
目
が
立
て
ら
れ
、
全
部
で
三
百
十
八
條
で
あ
る
。
附
錄
は
上
中
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下
三
卷
に
分
か
れ
、
朱
子
と
范
如
圭
（
一
一
〇
二
〜
一
一
六
〇
）
の
論
學
書
簡
や
朱
子
門
人
た
ち
に
よ
る
文
章
な
ど
が
載
せ
ら
れ
て

い
る
。
そ
の
書
の
目
次
を
列
し
て
お
く
。

卷
之
一
「
心 

性 

情 

才
」　

卷
之
二
「
命
」、「
氣
質　

氣
」

卷
之
三
「
道
德
」、「
道
」、「
德
」、「
誠 

敬
」　

卷
之
四
「
禮 

義 

仁 

智
」

卷
之
五
「
禮 
樂
」、「
忠
恕
」、「
忠
信
」

卷
之
六
「
中
庸 
中
和
」、「
言
行
」、「
志
意
」、「
忿
慾 

喜
怒 

善
惡 

吉
凶
」

卷
之
七
「
賢
者
功
用
」　

卷
之
八
「
聖
者
功
用
」、「
一
致
之
理
」、「
經
權
」、「
信
順
」

卷
之
九
「
明
經
」　

卷
之
十
「
尚
論
聖
賢
」、「
陰
陽
造
化
」、「
鬼
神
」

附
錄
上
「
范
朱
二
先
生
疑
難
問
答
」

「
問
忠
恕
一
貫
之
說
」、「
問
『
論
語
』
疑
義
」、「
問
『
論
語
』
疑
難
」、「
問
『
孟
子
』
疑
義
」、「
問
『
中
庸
』」、「
問
乾
坤

二
卦
之
體
」、「
答
朱
元
晦
小
柬
」

附
錄
中
「
浙
學
之
辨
」、「
鵝
湖
辨
論
」、「
無
極
之
辨
」

附
錄
下
「
答
程
珙
問
仁
義
之
說
」、「
先
師
敎
人
之
義
」、「
文
公
年
譜
後
序
」

筆
者
は
か
つ
て
こ
の
語
錄
書
に
つ
い
て
詳
し
く
論
じ
た
こ
と
が
あ
る
。
拙
稿
「『
晦
庵
先
生
語
錄
大
綱
領
』
攷―

附
錄
朱
子
・
范

如
圭
・
程
端
蒙
・
李
方
子
の
佚
文―

」
を
參
照
さ
れ
た
い
。

（
二
十
四
）『
別
錄
』　
（
佚
）

李
性
傳
「
饒
州
刊
朱
子
語
續
錄
後
序
」
に
い
う
。

先
生
又
有
『
別
錄
』
十
卷
、
所
譚
者
炎
・
興
以
來
大
事
。
爲
其
多
省
中
語
、
未
敢
傳
、
而
卯
火
亡
之
。
今
所
存
者
、
幸
亦
一
二
焉
。
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先
生
に
は
『
別
錄
』
十
卷
も
あ
る
。
話
さ
れ
た
の
は
建
炎
（
一
一
二
七
〜
一
一
三
〇
）、
紹
興
（
一
一
三
一
〜
一
一
六
二
）
年

間
以
來
の
大
き
な
出
來
事
で
あ
る
。
そ
の
多
く
は
宮
廷
に
言
及
し
た
言
葉
な
の
で
、
傳
え
る
こ
と
を
控
え
た
が
、
火
災
に
よ
っ

て
亡
佚
し
た
。
今
殘
存
し
て
い
る
の
は
、
幸
い
に
全
體
の
十
分
の
一
二
ぐ
ら
い
で
あ
る
。

朱
子
が
建
炎
、
紹
興
年
間
以
來
の
政
事
に
つ
い
て
談
論
し
た
語
錄
は
、
門
人
に
よ
っ
て
『
別
錄
』
十
卷
と
し
て
編
纂
さ
れ
た
。
し

か
し
セ
ン
シ
テ
ィ
ヴ
な
話
題
だ
け
に
、
公
刊
で
き
ず
に
、
ほ
と
ん
ど
が
火
災
で
燒
失
し
た
。
李
性
傳
が
目
に
し
た
の
は
そ
の
ほ
ん
の

一
部
に
過
ぎ
な
い
。
し
か
し
黎
靖
德
が
咸
淳
六
年
（
一
二
七
〇
）
に
撰
し
た
「
語
類
大
全
序
」
は
こ
の
『
別
錄
』
に
言
及
し
て
、

頃
嘗
問
諸
其
家
、
則
所
云
存
者
亦
不
存
矣
、
甚
可
惜
也
。
因
讀
蔡
公
所
刻
包
公
錄
凡
四
卷
、
其
一
卷
既
與
「
元
題
『
文
說
』」

者
相
出
入
、
而
他
三
卷
所
言
、
大
抵
多
炎
興
間
事
、
疑
即
李
公
昔
藏
而
今
亡
者
。
但
略
無
互
見
於
諸
家
之
所
錄
、
則
與
其
子
樞

密
所
跋
『
文
說
』
謂
「
公
所
錄
多
且
詳
、
與
世
所
傳
大
概
無
異
、
故
藏
而
不
出
」
云
者
不
相
似
。
樞
密
又
謂
「
公
所
錄
已
亡
於

建
安
之
火
、
不
復
存
」、
而
湯
氏
乃
有
藏
本
、
是
皆
不
能
使
人
亡
疑
焉
者
。

こ
の
頃
李
性
傳
の
家
に
（『
別
錄
』
の
こ
と
を
）
尋
ね
た
が
、
性
傳
の
序
に
い
う
殘
存
し
た
も
の
も
今
は
な
い
と
い
う
。
甚
だ

殘
念
で
あ
る
。
そ
こ
で
蔡
公
の
刊
刻
し
た
包
公
錄
全
四
卷
を
讀
ん
だ
が
、そ
の
中
の
一
卷
は
（「
饒
錄
」
第
四
十
二
卷
の
）「
元
々

『
文
說
』
と
題
さ
れ
て
い
る
」
も
の
と
は
違
い
が
あ
り
、
さ
ら
に
ほ
か
の
三
卷
の
言
っ
て
い
る
の
は
、
大
抵
そ
の
多
く
が
建
炎
、

紹
興
年
間
以
來
の
出
來
事
で
あ
る
。
こ
れ
が
す
な
わ
ち
李
公
が
昔
所
藏
し
て
い
た
が
、
今
亡
く
な
っ
た
も
の
に
あ
た
る
の
で
は

な
い
か
と
思
う
。
た
だ
、
そ
の
内
容
は
諸
家
の
記
錄
と
一
致
す
る
も
の
が
全
く
な
い
。
と
す
れ
ば
、
包
公
の
子
樞
密
（
で
あ
る

包
恢
）
が
『
文
說
』
の
跋
文
で
「
公
の
記
錄
し
た
も
の
は
量
が
多
く
し
か
も
詳
細
で
あ
る
。
世
に
傳
わ
っ
て
い
る
語
錄
と
内
容

が
お
お
よ
そ
變
わ
ら
な
い
の
で
、
家
藏
し
て
公
刊
し
な
か
っ
た
」
と
言
っ
て
い
る
の
に
合
致
し
な
い
。
樞
密
は
ま
た
、「
公
の

記
し
た
語
錄
は
す
で
に
建
安
の
火
災
で
燒
失
し
て
し
ま
っ
て
存
し
て
い
な
い
」
と
い
う
が
、
し
か
し
な
ん
と
湯
氏
（
叔
遜
）
が

藏
本
を
持
っ
て
い
た
。
こ
れ
ら
は
す
べ
て
な
く
す
こ
と
が
で
き
な
い
疑
問
で
あ
る
。
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と
い
う
。

黎
靖
德
は
『
別
錄
』
の
殘
存
部
分
を
李
性
傳
の
後
裔
に
求
め
た
が
、
す
で
に
世
に
存
在
し
な
か
っ
た
。
そ
の
後
、
蔡
杭
「
饒
後
錄
」

に
載
せ
ら
れ
て
い
る
包
揚
錄
が
ほ
か
で
も
な
く
李
性
傳
の
舊
藏
で
今
亡
佚
し
た
も
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
。
し
か
し
黎
氏
の
言
う

よ
う
に
樣
々
な
疑
問
が
殘
る
。
包
氏
の
記
錄
し
た
も
の
が
果
た
し
て
『
別
錄
』
の
内
容
で
あ
る
か
ど
う
か
は
、
現
在
の
資
料
で
は
穿

鑿
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
こ
こ
に
黎
靖
德
の
文
を
引
き
、
一
說
と
し
て
擧
げ
て
お
く
。

（
二
十
五
）
輔
廣
編
『
師
訓
編
』　
（
佚
）

輔
廣
は
字
漢
卿
、
號
は
潛
庵
、
趙
州
慶
源
縣
の
人
、
朱
門
に
お
け
る
中
心
的
な
存
在
の
一
人
で
あ
る
。
輔
廣
錄
は
甲
寅

(

一
一
九
四)

以
後
聞
き
書
き
し
た
も
の
で
、「
池
錄
」
卷
二
に
收
め
ら
れ
て
い
る（
41
）。
そ
の
記
し
た
語
錄
の
う
ち
の
八
十
餘
條
は

朱
子
に
親
ら
訂
正
さ
れ
た
も
の
で
あ
る（
42
）。

『
至
元
嘉
禾
志
』
卷
十
三
の
略
傳
は
、
廣
に
は
「『
六
經
註
釋
』・『
四
書
問
答
』・『
通
鑑
說
』・『
師
訓
編
』・『
日
新
錄
』・
雜
著
の

草
藁
が
あ
り
、
い
ず
れ
も
家
藏
さ
れ
て
い
る（
43
）」
と
い
う
。『
師
訓
編
』
は
輔
廣
が
記
し
た
師
の
語
錄
で
あ
る
が
、
刊
刻
を
經
て
い

な
い
よ
う
で
あ
る
。
輔
氏
と
親
交
の
あ
る
魏
了
翁
は
、
廣
の
こ
と
を
「
朱
文
公
に
從
學
す
る
こ
と
最
も
久
し
く
、
文
公
の
平
生
の
著

述
や
語
錄
を
悉
く
手
に
入
れ
た（
44
）」と
い
う
。
了
翁
は
、所
藏
し
た
大
量
の
朱
子
語
錄
を
す
べ
て
輔
廣
よ
り
得
て
い
る
。『
詩
童
子
問
』

卷
首
に
載
せ
ら
れ
る
「
師
友
粹
言
」
は
、そ
の
『
師
訓
編
』
の
一
部
に
當
た
ろ
う
。
ま
た
、「
池
錄
」
卷
二
所
收
の
輔
廣
錄
の
底
本
は
『
師

訓
編
』
だ
と
思
わ
れ
る
。
詳
し
く
は
拙
稿
「
論
陳
文
蔚
『
師
訓
拾
遺
』
與
輔
廣
『
師
友
粹
言
』」
を
參
照
さ
れ
た
い
。

（
二
十
六
）
李
閎
祖
編
『
師
友
問
答
』　
（
佚
）

李
閎
祖
は
字
守
約
、
號
は
綱
齋
、
邵
武
軍
光
澤
縣
の
人
、
弟
の
相
祖
（
字
時
可
）、
壯
祖
（
字
處
謙
）
と
と
も
に
朱
子
に
學
び
、
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髙
弟
の
一
人
で
あ
る
。
李
閎
祖
錄
は
戊
申
（
一
一
八
八
）
以
後
聞
き
書
き
し
た
も
の
で
、「
池
錄
」
卷
五
に
收
め
ら
れ
て
い
る（
45
）。

『
閩
中
理
學
淵
源
考
』
卷
六
の
略
傳
は
閎
祖
に
『
師
友
問
答
』
十
卷
が
あ
る
と
い
う
。
そ
の
書
名
は
後
述
の
劉
剛
中
が
編
纂
し
た

語
錄
書
と
同
じ
も
の
で
あ
る
。

（
二
十
七
）
黄
義
剛
編
『
先
師
德
言
』　
（
佚
）

黄
義
剛
は
字
毅
然
、
撫
州
臨
川
縣
の
人
、
兄
の
義
勇
（
字
去
私
）
と
同
じ
く
朱
子
に
師
事
し
た
。
黄
義
剛
錄
は
癸
丑
（
一
一
九
三
）

以
後
に
聞
き
書
き
し
た
も
の
で
、「
池
錄
」
卷
二
十
六
と
卷
二
十
七
及
び
「
饒
錄
」
卷
三
十
八
に
收
め
ら
れ
て
い
る（
46
）。

『
江
西
通
志
』
卷
八
十
「
黄
仁
傑
略
傳
」
の
附
傳
は
『
人
物
志
』
を
引
き
、
そ
の
次
男
の
義
剛
は
「
文
公
に
師
事
す
る
こ
と
、
最

も
久
し
き
に
わ
た
っ
た
。
そ
の
議
論
は
と
り
わ
け
根
據
を
持
っ
て
い
る
。
か
つ
て
文
公
よ
り
聞
い
た
言
葉
を
編
纂
し
『
先
師
德
言
』

と
名
付
け
た（
47
）」
と
い
う
。
し
か
し
『
先
師
德
言
』
も
諸
家
の
書
目
に
は
見
え
ず
、
傳
わ
ら
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。

（
二
十
八
）
童
伯
羽
編
『
晦
庵
語
錄
』　
（
佚
）

童
伯
羽
は
字
蜚
卿
、
敬
義
先
生
と
呼
ば
れ
、
建
寧
府
甌
寧
縣
の
人
で
あ
る
。
童
伯
羽
錄
は
庚
戌
（
一
一
九
〇
）
に
聞
き
書
き
し
た

も
の
で
、「
饒
錄
」
卷
十
五
に
收
め
ら
れ
て
い
る（
48
）。

明
人
の
邱
濬
（
一
四
二
一
〜
一
四
九
五
）
は
『
玉
溪
師
傳
錄
』
の
序
文
で
次
の
よ
う
に
い
う
。

大
率
朱
門
之
士
、
閩
産
爲
多
、
而
在
建
郡
者
則
以
玉
溪
童
蜚
卿
氏
爲
巨
擘
、
…
…
蜚
卿
諱
伯
羽
、
世
居
建
郡
玉
溪
之
上
、
朱
子

嘗
過
其
家
、
題
其
所
居
之
室
曰
「
敬
義
」。
人
因
稱
爲
敬
義
先
生
。
所
著
書
有
『
孝
經
衍
義
』、
又
嘗
錄
其
師
說
、
以
爲
『
晦
菴

語
錄
』。
二
書
藏
于
家
塾
中
、
更
兵
火
不
存
。
其
九
世
孫
訓
、
徧
加
詢
訪
、
始
得
語
錄
于
鄉
人
家
、
然
殘
缺
已
過
半
矣
。
後
以

刻
本
『
語
類
大
全
』
相
叅
校
訂
、
補
其
缺
畧
、
始
克
成
編
、
因
易
其
名
曰
『
玉
溪
師
傳
錄
』。（
49
）
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大
體
、
朱
門
の
士
は
福
建
出
身
の
者
が
多
い
が
、
建
寧
郡
に
お
い
て
は
玉
溪
の
童
蜚
卿
氏
が
巨
擘
と
さ
れ
て
い
る
。
…
…
蜚
卿

は
諱
は
伯
羽
、
代
々
建
寧
郡
の
玉
溪
の
ほ
と
り
に
住
ん
で
い
た
。
朱
子
は
か
つ
て
そ
の
家
を
訪
ね
、
そ
の
住
ま
い
に
「
敬
義
」

と
題
し
た
。
人
は
そ
の
た
め
に
敬
義
先
生
と
稱
し
て
い
る
。
著
書
に
は
『
孝
經
衍
義
』
が
あ
り
、
さ
ら
に
そ
の
師
說
を
記
錄
し

て
、『
晦
庵
語
錄
』
と
し
た
。
兩
書
は
家
塾
に
藏
さ
れ
、
戰
亂
や
火
災
を
經
て
今
は
存
し
な
い
。
そ
の
九
代
目
の
孫
で
あ
る
訓

は
徧
く
探
し
求
め
、始
め
て
そ
の
語
錄
を
鄉
人
の
家
か
ら
得
た
が
、し
か
し
す
で
に
半
分
以
上
が
欠
落
し
て
い
た
。
後
に
（
訓
は
）

刊
本
『
語
類
大
全
』
を
以
て
參
照
校
訂
し
、
そ
の
欠
け
て
い
る
部
分
を
補
い
、
始
め
て
書
物
と
し
て
纏
め
た
の
で
あ
る
。
よ
っ

て
そ
の
書
名
を
『
玉
溪
師
傳
錄
』
に
變
え
た
。

童
伯
羽
は
筆
錄
し
た
師
說
を
『
晦
庵
語
錄
』
と
し
て
編
纂
し
た
が
、
そ
の
書
は
家
塾
に
所
藏
さ
れ
刊
行
さ
れ
る
こ
と
が
な
い
ま
ま
、

亡
び
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
後
裔
童
訓
は
明
の
成
化
年
間
、
こ
の
書
の
殘
本
を
手
に
入
れ
、
併
せ
て
黎
靖
德
『
語
類
大
全
』
を
參
照
校

訂
し
『
玉
溪
師
傳
錄
』
と
新
し
い
題
名
を
付
け
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
『
玉
溪
師
傳
錄
』
は
、
伯
羽
が
當
時
編
ん
だ
書
物
の
原
貌
を

留
め
て
お
ら
ず
、
四
庫
館
臣
に
疑
わ
れ
て
譏
ら
れ
て
い
る
。『
四
庫
提
要
』
に
よ
っ
て
『
玉
溪
師
傳
錄
』
一
卷
附
錄
一
卷
の
大
略
を

窺
う
こ
と
が
で
き
る
。
館
臣
が
目
に
し
た『
玉
溪
師
傳
錄
』は
兩
江
總
督
の
採
進
し
た
版
本
で
あ
る
。
そ
の
書
は「
前
に『
道
學
統
宗
』

一
枚
の
圖
が
列
べ
ら
れ
、上
は
伏
羲
と
孔
子
に
遡
っ
て
い
る
が
、伯
羽
を
直
接
に
朱
子
の
下
に
嗣
が
せ
」、「
後
ろ
に
は
『
墓
表
』、『
行
實
』

を
附
し
、
朱
子
の
詩
二
首
及
び
『
敬
義
堂
銘
』
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。（
50
）」
ま
た
、
卷
首
に
載
せ
る
邱
濬
序
の
ほ
か
、
萬
曆
二
十
二

年
（
一
五
九
四
）
に
撰
さ
れ
た
龔
道
の
「
後
序
」
を
も
付
す
。
體
例
か
ら
し
て
、
そ
の
書
は
童
氏
後
裔
が
先
祖
の
學
を
顯
揚
す
る
た

め
に
再
編
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

（
二
十
九
）
林
恪
輯
『
師
傳
筆
錄
』 （
佚
）

林
恪
は
字
叔
恭
、台
州
臨
海
縣
の
人
、朱
子
門
人
で
あ
る
。
林
恪
の
記
し
た
語
錄
は
癸
丑
（
一
一
九
三
）
に
聞
き
書
き
し
た
も
の
で
、
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「
池
錄
」
卷
二
十
二
と
「
饒
錄
」
卷
四
十
六
に
收
め
ら
れ
て
い
る（
51
）。

林
恪
が
輯
め
た
『
師
傳
筆
錄
』
は
『
續
修
台
州
府
志
』
卷
七
十
二
「
藝
文
略
」
に
著
錄
さ
れ
、「
こ
の
書
は
康
熙
『
台
州
府
志
』

に
見
え
て
い
る
。
恪
は
朱
子
に
從
っ
て
游
學
し
た
の
で
、
こ
れ
は
思
う
に
朱
子
よ
り
授
け
ら
れ
た
言
葉
を
記
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

今
亡
佚
し
た（
52
）」
と
言
わ
れ
る
。『
師
傳
筆
錄
』
は
「
池
錄
」
卷
二
十
二
所
收
の
林
恪
錄
の
底
本
に
當
た
る
と
思
わ
れ
る
。

（
三
十
）
呉
雉
編
『
文
公
問
答
錄
』　
（
佚
）

呉
雉
は
字
和
中
、
建
寧
府
建
陽
縣
の
人
、
朱
子
門
人
で
あ
る
。
呉
雉
錄
は
慶
元
年
間
に
聞
き
書
き
し
た
も
の
で
、「
饒
後
錄
」
卷

十
八
に
收
め
ら
れ
て
い
る
。

『
福
建
通
紀
』所
收「
福
建
藝
文
志
」卷
四
十
一
は
呉
雉
の
著
述
に『
文
公
問
答
錄
』が
あ
っ
た
と
記
載
し
、『
道
南
源
委
』卷
三
や『
閩

中
理
學
淵
源
考
』
卷
二
十
の
略
傳
も
『
朱
子
問
答
』
が
あ
っ
た
と
い
う
が
、
同
じ
書
物
を
指
す
で
あ
ろ
う
。

（
三
十
一
）
劉
剛
中
編
『
師
友
問
答
』　
（
部
分
存
）

劉
剛
中
は
字
德
言
、
邵
武
軍
光
澤
縣
の
人
、
朱
子
門
人
で
あ
る
。『
語
類
大
全
』
に
は
劉
剛
中
錄
は
載
せ
ら
れ
て
い
な
い
。

『
考
亭
淵
源
錄
』
卷
十
六
の
略
傳
は
剛
中
の
著
述
の
一
つ
と
し
て
『
師
友
問
答
』
を
擧
げ
て
い
る
。『
福
建
通
志
』
卷
四
十
八
の
略

傳
に
よ
れ
ば
、『
師
友
問
答
』
の
卷
數
は
一
卷
で
あ
る
。
恐
ら
く
そ
の
書
は
内
容
の
長
い
も
の
で
は
な
い
。
民
國
『
建
寧
縣
志
』
卷

二
十
五
「
藝
文
志
」
や
『
宋
元
學
案
』
は
そ
れ
ぞ
れ
『
師
友
問
答
』
の
う
ち
の
二
十
三
條
の
朱
子
語
錄
を
記
載
し
て
い
る
が
、
そ
の

書
の
一
部
に
當
た
ろ
う
。

（
三
十
二
）
梁
瑑
輯
『
文
公
語
錄
』　
（
佚
）
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梁
瑑
は
字
文
叔
、
邵
武
府
邵
武
縣
の
人
、
朱
子
門
人
で
あ
る
。

嘉
靖
『
邵
武
府
志
』
卷
十
三
と
『
朱
子
實
紀
』
卷
八
の
略
傳
は
梁
瑑
が
『
朱
子
語
錄
』
を
輯
め
た
と
い
う
。『
宋
元
學
案
』
卷

六
十
九
に
も
梁
氏
が
『
文
公
語
錄
』
と
い
う
書
物
を
編
纂
し
た
記
述
が
見
え
る
。『
語
類
大
全
』
に
は
梁
瑑
錄
は
載
せ
ら
れ
て
い
な
い
。

（
三
十
三
）
周
僩
錄
『
師
說
』　
（
佚
）

『
考
亭
淵
源
錄
』
卷
二
十
三
と
『
朱
子
實
紀
』
卷
八
は
た
だ
周
僩
の
氏
名
を
擧
げ
る
だ
け
で
あ
る
。
董
鼎
『
書
蔡
氏
傳
輯
錄
纂
注
』

卷
首
「
輯
錄
所
載
朱
子
門
人
姓
氏
」
に
よ
っ
て
、
周
僩
の
字
は
伯
莊
で
あ
る
と
分
か
る
。
そ
の
出
身
地
は
温
州
永
嘉
縣
で
あ
る
。

『
書
蔡
氏
傳
輯
錄
纂
注
』
卷
首
「
書
蔡
氏
傳
輯
錄
引
用
諸
書
」
に
「
周
僩
錄
『
師
說
』」
と
い
う
書
物
が
見
え
る
。
周
僩
が
筆
錄
し

た
朱
子
の
語
錄
を
『
師
說
』
と
し
て
編
纂
し
、
元
代
ま
で
傳
わ
っ
て
い
る
。『
語
類
大
全
』
に
は
周
僩
錄
は
載
せ
ら
れ
て
い
な
い
。

（
三
十
四
）
呉
英
編
『
論
語
問
答
略
』　
（
佚
）

呉
英
は
字
茂
實
、
邵
武
府
の
人
、
朱
子
門
人
で
あ
る
。

『
朱
子
實
紀
』卷
八
は
呉
英
に『
論
語
問
答
略
』が
あ
っ
た
と
い
う
。『
宋
元
學
案
』卷
六
十
九
の
記
述
も
同
じ
で
あ
る
。
題
名
か
ら『
論

語
』
に
關
す
る
問
答
で
あ
ろ
う
と
推
測
し
得
る
。『
語
類
大
全
』
に
は
呉
英
錄
は
載
せ
ら
れ
て
い
な
い
。

（
三
十
五
）
周
耜
編
『
文
公
語
錄
』　
（
佚
）

『
江
西
通
志
』
卷
九
十
一
に
見
え
る
周
耜
の
略
傳
は
い
う
。

周
耜
、
字
植
叟
、
星
子
人
。
性
沈
靜
、
博
雅
好
古
、
有
詩
名
。
常
侍
父
官
襄
陽
、
帥
臣
張
杓
一
見
奇
之
、
待
以
殊
禮
。
晩
集
『
文

公
語
錄
』、
以
詔
後
學
。
江
東
繡
使
禮
聘
爲
白
鹿
洞
主
、
其
講
學
至
老
不
倦
云
。
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周
耜
は
、
字
植
叟
、
星
子
縣
の
人
。
性
格
は
沈
静
で
あ
り
、
博
雅
好
古
で
、
詩
名
が
あ
っ
た
。
か
つ
て
父
が
襄
陽
に
仕
官
し
た

の
に
侍
し
て
い
た
が
、
帥
で
あ
る
張
杓
は
一
見
し
て
驚
き
、
特
別
に
禮
遇
し
た
。
晩
年
、『
文
公
語
錄
』
を
集
め
、
後
學
を
敎

え
導
こ
う
と
し
た
。
江
東
の
繡
衣
直
指
は
周
耜
を
禮
聘
し
て
白
鹿
洞
書
院
の
山
長
に
招
い
た
が
、
そ
の
講
學
は
老
年
に
至
っ
て

も
倦
む
こ
と
が
な
か
っ
た
。

ま
た
、『
明
一
統
志
』
卷
五
十
二
の
略
傳
は
、
周
耜
が
「
經
史
や
諸
子
百
家
の
書
に
深
く
通
じ
、
詩
賦
に
長
け
た
。
後
に
朱
文
公

の
語
錄
を
集
め
、
分
類
し
て
别
集
と
し
て
、
後
學
を
敎
え
導
こ
う
と
し
た
。
學
ぶ
者
は
（
周
耜
を
）
尊
ん
だ（
53
）」
と
い
う
。
周
耜

の
編
纂
し
た
『
文
公
語
錄
』
は
類
目
別
の
書
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

（
三
十
六
）
黄
大
昌
・
王
迂
編
『
經
說
』　
（
佚
）

『
郡
齋
讀
書
志
附
志
』
卷
五
上
は
『
經
說
』
三
十
卷
を
著
錄
し
て
い
る
。
朱
子
の
儒
敎
經
典
に
關
す
る
論
說
を
集
め
た
『
經
說
』
は
、

全
部
で
三
十
卷
、邵
武
の
黄
大
昌
と
鄱
陽
の
王
迂
が
編
纂
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
書
の
構
成
は
、『
易
說
啓
蒙
』
三
卷
、『
大
易
問
答
』

二
卷
、『
尚
書
問
答
』
三
卷
、『
毛
詩
問
答
』
一
卷
、『
禮
記
問
答
』
一
卷
、『
中
庸
問
答
』
二
卷
、『
大
學
問
答
』
二
卷
、『
周
禮
春
秋

問
答
』
一
卷
、『
論
語
問
答
』
竝
び
に
『
拾
遺
』
八
卷
、『
孟
子
問
答
』
竝
び
に
『
拾
遺
』
竝
び
に
『
孝
經
刋
誤
』
四
卷
、
さ
ら
に
附

錄
『
太
極
解
義
』、『
太
極
問
答
』、『
西
銘
解
義
問
答
』
三
卷
か
ら
な
っ
て
い
る
。「
六
經
の
要
旨
や
『
論
語
』・『
孟
子
』
の
奥
義
は
、

悉
く
そ
の
分
類
に
從
い
探
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
延
平
の
廖
德
明
が
こ
の
書
の
た
め
に
序
す（
54
）」
と
い
う
。

本
書
の
内
容
は
、『
易
說
啓
蒙
』
や
『
孝
經
刋
誤
』、『
太
極
解
義
』
の
三
書
以
外
、
す
べ
て
朱
子
語
錄
で
あ
る
。
王
迂
の
事
跡
は

不
詳
で
あ
る
が
、
黄
大
昌
は
字
退
圃
、
邵
武
の
人
、
黄
永
存
の
孫
に
あ
た
る
。
序
文
を
書
い
た
廖
德
明
（
字
子
晦
）
は
朱
子
の
髙
弟

で
あ
る
。
ま
た
、朱
睦
栔
『
授
經
圖
義
例
』
卷
二
十
、『
千
頃
堂
書
目
』
卷
三
に
見
え
る
『
晦
菴
經
說
』、及
び
『
書
蔡
氏
傳
輯
錄
纂
注
』

に
引
か
れ
る
『
武
夷
經
說
』
は
ほ
か
で
も
な
く
こ
の
書
で
あ
る
。
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（
三
十
七
）
潘
墀
編
『
晦
庵
語
類
』　
（
佚
）

潘
墀
は
字
經
之
、
一
字
介
巖
、
號
は
介
軒
、
婺
州
金
華
縣
の
人
で
、
王
柏
の
學
友
で
あ
る
。

『
晦
庵
語
類
』
二
十
七
卷
は
『
直
齋
書
錄
解
題
』
卷
三
に
著
錄
さ
れ
、「
蜀
人
は
晦
庵
語
錄
を
分
類
し
編
を
成
し
た
が
、
處
州
の
敎

授
で
あ
る
東
陽
の
潘
墀
は
そ
の
『
論
語
』
類
を
取
り
上
げ
、
そ
の
完
備
で
な
い
と
こ
ろ
を
増
益
し
、
學
宮
で
刊
行
し
た（
55
）」
と
陳

振
孫
は
い
う
。
ま
た
、
呉
師
道
輯
『
敬
鄉
錄
』
卷
十
三
に
も
「
潘
墀
は
金
華
の
人
、
か
つ
て
處
州
の
敎
授
を
務
め
た
。
蜀
人
の
編
纂

し
た
『
朱
子
語
類
』
の
中
の
『
論
語
』
門
を
取
り
上
げ
、
そ
の
闕
け
て
い
る
と
こ
ろ
を
補
い
『
論
語
語
類
』
と
し
た（
56
）」
と
い
う

記
述
が
見
え
る
。

『
宋
元
學
案
』卷
八
十
二「
北
山
四
先
生
學
案
」の「
潘
墀
傳
」に
、潘
氏『
論
語
語
類
』の
底
本
は
李
貫
之
が
編
纂
し
た『
朱
子
語
類
』

で
あ
る
と
記
載
さ
れ
て
い
る
が（
57
）、前
述
し
た
陳
振
孫
と
呉
師
道
の
記
載
か
ら
見
る
と
、『
學
案
』
の
記
述
は
明
ら
か
に
誤
っ
て
い
る
。

陳
・
呉
の
兩
書
は
潘
墀
の
據
っ
て
い
る
底
本
を
所
謂
「
蜀
人
」
の
類
編
し
た
『
晦
庵
語
錄
』
で
あ
る
と
明
言
し
て
い
る
の
で
、
決
し

て
李
貫
之
の
書
で
は
な
い
。
李
氏
の
編
ん
だ
「
池
錄
」
は
分
類
さ
れ
た
書
で
は
な
く
、
記
錄
者
ご
と
に
分
卷
し
た
も
の
で
あ
る
。
潘

墀
が
使
っ
た
底
本
は
ほ
か
で
も
な
く
朱
子
門
人
の
黃
士
毅
編
「
蜀
類
」
七
十
家
一
百
四
十
卷
で
あ
る
。
黃
氏
は
興
化
軍
莆
田
縣
の
人

で
あ
る
が
、
そ
の
書
は
蜀
人
の
史
公
說
（
字
廉
叔
）
に
よ
っ
て
嘉
定
十
三
年
（
一
二
二
〇
）
に
四
川
の
眉
州
で
刊
行
さ
れ
た
。

　
　
　

二
、
朱
子
語
錄
と
儒
敎
に
お
け
る
口
傳
の
中
興

前
章
で
論
じ
て
き
た
古
本
朱
子
語
錄
三
十
七
種
の
書
誌
情
報
を
、
下
記
の
表
に
纏
め
て
記
し
て
お
く
。
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南
宋
に
お
け
る
古
本
朱
子
語
錄
三
十
七
種
一
覽
表

     

書
名

 

卷
数

編
者

身
分

      

成
立

       

備
考

存
佚

『
翁
季
錄
』

不
明

弟
子
錄

朱
子
親
定

本
人

一
二
〇
〇
年
以
前

朱
子
與
蔡
元
定
論
學
記
錄

佚

『
郡
齋
錄
』　

不
明

陳
淳

弟
子

一
二
〇
〇
年

後
序
存

佚

『
竹
林
精
舍
錄
』　

不
明

陳
淳

弟
子

一
二
〇
一
年

後
序
存

佚

不
明

不
明

度
正

弟
子

一
二
一
〇
〜
一
二
一
五
年

刊
刻
青
衣

佚

『
寒
泉
語
』

不
明

楊
方

弟
子

一
二
一
一
年
以
前

手
稿
本
、
未
刊

佚

『
師
說
』

十
卷

鄭
可
學

弟
子

一
二
一
二
年
以
前

佚

『
晦
庵
先
生
語
錄
』

不
明

襲
蓋
卿

弟
子

一
二
一
三
年

黃
榦
序
存

佚

『
朱
文
公
師
友
問
答
』

不
明

曹
彥
約

弟
子

一
二
一
五
年
頃

曹
彥
約
刊
刻
利
州

方
琢
校
正

『
朱
子
語
粹
』　

十
卷

程
永
奇

弟
子

一
二
二
〇
〜
一
二
二
一
年

「
蜀
類
」
抜
粹

佚

『
朱
子
語
略
』

二
十
卷

楊
與
立

弟
子

一
二
二
〇
〜
一
二
二
一
年

蕭
一
致
刊
刻
道
州

存

『
傳
道
精
語
』

三
十
卷

後
集
二
十
六
卷

李
方
子

弟
子

一
二
二
三
年
以
前

集
兩
宋
道
學
者
八
人
之
說

佚

『
文
公
語
錄
四
書
』　

不
明

陽
枋

二
傳

一
二
三
一
年

未
刊

佚

『
朱
文
公
五
書
問
答
』　

不
明

史
守
文

後
學

一
二
三
七
年
以
前

魏
了
翁
序
存

刊
刻
四
川

佚

『
文
說
』

一
卷

包
揚

弟
子

一
二
三
八
年
以
前

包
恢
刊
刻
並
跋

佚

『
朱
子
語
錄
格
言
』

十
九
卷

後
削
爲
十
八
卷

葉
士
龍

二
傳

一
二
三
八
年

朱
安
・
王
遂
序

徐
幾
改
題
『
晦
庵
先
生
語

錄
類
要
』

存

『
過
庭
所
聞
』

不
明

朱
在

弟
子

（
三
男
）

一
二
三
九
年
以
前

佚
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『
師
訓
拾
遺
』

一
卷

陳
文
蔚

弟
子

一
二
三
九
年
以
前

編
入
陳
文
蔚
文
集

存

『
晦
翁
語
錄
彙
編
』

十
卷

胡
常

後
學

一
二
四
三
〜
一
二
四
五
年

車
若
水
序
存

佚

『
朱
文
公
易
問
答
語
要
』　

不
明

陽
枋

二
傳

一
二
五
〇
年

未
刊

佚

『
文
公
進
學
善
言
』　

不
明

陽
枋

二
傳

一
二
五
二
年

未
刊

佚

『
師
誨
』

三
卷

附
錄
一
卷

呉
必
大

弟
子

一
二
三
五
年
頃

朱
鑑
刊
刻
興
國
軍

佚

『
精
舍
記
聞
』

不
明

不
明

弟
子

一
二
三
五
年
頃

佚

『
晦
庵
先
生
語
錄
大
綱
領
』

十
卷

附
錄
三
卷

不
明

弟
子
或

後
學

一
二
一
九
〜
一
二
七
四
年

「
池
錄
」
抜
粹

建
陽
坊
刻
本

存

『
別
錄
』　

十
卷

包
揚
？

弟
子

不
明

佚

『
師
訓
編
』

不
明

輔
廣

弟
子

不
明

部
分
經
朱
子
親
訂

佚

『
師
友
問
答
』　

十
卷

李
閎
祖

弟
子

不
明

佚

『
先
師
德
言
』

不
明

黄
義
剛

弟
子

不
明

佚

『
晦
庵
語
錄
』

不
明

童
伯
羽

弟
子

不
明

佚

『
師
傳
筆
錄
』

不
明

林
恪

弟
子

不
明

佚

『
文
公
問
答
錄
』

不
明

呉
雉

弟
子

不
明

佚

『
師
友
問
答
』　

一
卷

劉
剛
中

弟
子

不
明

部
分
存

『
文
公
語
錄
』

不
明

梁
瑑

弟
子

不
明

佚

『
師
說
』　

不
明

周
僩

弟
子

不
明

佚

『
論
語
問
答
略
』

不
明

呉
英

弟
子

不
明

佚

『
經
說
』

三
十
卷

黄
大
昌

王
迂

後
學

不
明

並
錄
著
書
三
種

佚

『
文
公
語
錄
』

不
明

周
耜

後
學

不
明

佚

『
晦
庵
語
類
』

二
十
七
卷

潘
墀

後
學

不
明

「
蜀
類
」
論
語
類
抜
粹
並

増
訂
、
處
州
刊
刻

佚
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こ
れ
ら
の
古
本
朱
子
語
錄
は
い
ず
れ
も
『
宋
史
』
藝
文
志
に
載
せ
ら
れ
て
い
な
い
も
の
ば
か
り
で
あ
る
。『
朱
子
語
略
』、『
傳
道

精
語
』、『
文
說
』、『
朱
子
語
錄
格
言
』、『
晦
翁
語
錄
彙
編
』、『
師
誨
』、『
經
說
』、『
晦
庵
語
類
』
の
八
書
を
除
い
て
、
ほ
と
ん
ど
は

歷
代
の
書
目
に
著
錄
さ
れ
て
い
な
い
。

古
本
朱
子
語
錄
の
編
纂
に
つ
い
て
は
、
朱
子
門
人
の
手
に
よ
る
も
の
が
最
も
多
く
、
再
傳
の
弟
子
或
い
は
後
學
に
よ
っ
て
輯
め

ら
れ
た
も
の
も
數
種
あ
る
。
こ
の
三
十
七
種
の
語
錄
は
大
き
く
二
種
類
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
一
つ
は
、
朱
子
門
人
が
、
師
事

し
た
そ
の
場
で
肉
聲
を
記
し
た
一
次
的
語
錄
資
料
、
も
う
一
つ
は
程
永
奇
編
『
朱
子
語
粹
』
や
潘
墀
編
『
晦
庵
語
類
』
な
ど
の
、
す

で
に
刊
行
さ
れ
た
語
錄
書
に
對
し
、さ
ら
に
己
の
意
を
以
て
取
捨
選
擇
し
再
分
類
・
再
編
纂
を
行
っ
た
も
の
で
あ
る
。
前
者
は
「
池
錄
」

な
ど
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
語
錄
書
に
收
め
ら
れ
た
も
の
で
、
陳
淳
・
楊
方
・
鄭
可
學
・
襲
蓋
卿
・
包
揚
・
呉
必
大
・
輔
廣
・
李
閎
祖
・

黄
義
剛
・
童
伯
羽
・
林
恪
・
呉
雉
な
ど
の
も
の
が
擧
げ
ら
れ
る
。
本
稿
に
よ
っ
て
、「
池
錄
」
な
ど
の
語
錄
集
の
基
づ
い
て
い
る
底

本
に
つ
い
て
、
あ
る
程
度
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
し
て
後
者
の
『
朱
子
語
粹
』
や
『
晦
庵
語
類
』
な
ど
二
次
的
あ
る
い

は
三
次
的
編
纂
は
黄
士
毅
「
蜀
類
」
を
も
と
に
し
て
い
る
こ
と
も
分
か
る
。
ま
た
一
二
五
二
年
に
刊
刻
さ
れ
た
「
徽
類
」
も
「
蜀
類
」

の
翻
刻
增
訂
本
に
あ
た
る
こ
と
か
ら
、「
蜀
類
」
が
當
時
廣
く
通
行
し
、
大
き
な
影
響
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
こ
の
よ
う

な
二
次
的
あ
る
い
は
三
次
的
編
纂
は
、
朱
子
の
學
說
の
細
密
な
整
理
段
階
に
入
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
體
系
化
へ
の
試
み
を
意
圖

し
た
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
古
本
朱
子
語
錄
の
う
ち
、『
翁
季
錄
』
や
輔
廣
錄
の
一
部
が
朱
子
親
ら
の
改
訂
を
經
て
い
る
こ
と
は
、

朱
子
が
自
身
の
語
錄
を
も
重
視
し
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
。

論
述
の
便
宜
を
圖
り
、「
四
錄
二
類
」
及
び
『
語
類
大
全
』
な
ど
の
編
纂
情
報
を
成
立
年
代
の
順
に
從
っ
て
、
以
下
に
擧
げ
る
。

南
宋
刊
行
朱
子
語
錄
合
集
九
種
一
覽
表

  

書
名

   

卷
數

  

編
者

身
分

　

        

成
立

刊
行
地
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池
錄

四
十
三
卷

李
貫
之

後
學

一
二
一
五
年

池
州

蜀
類

一
百
四
十
卷

黄
士
毅

弟
子

一
二
二
〇
年

眉
州

饒
錄

四
十
六
卷

李
性
傳

後
學

一
二
三
八
年

饒
州

婺
錄

二
十
卷

王
佖

後
學

一
二
四
八
〜
一
二
四
九
年（
58
）

婺
州

饒
後
錄

二
十
六
卷

蔡
杭

弟
子

一
二
四
九
年

饒
州

徽
類

一
百
四
十
卷

張
文
虎

洪
勲

後
學

一
二
五
二
年

徽
州

徽
續
類

四
十
卷

王
佖

後
學

一
二
五
二
年

徽
州

建
別
錄

不
明
（
二
冊
）

呉
堅

後
學

一
二
六
五
年

建
寧
府

語
類
大
全

一
百
四
十
卷

黎
靖
德

後
學

一
二
七
〇
年

建
昌
府

こ
れ
ら
の
書
物
は
い
ず
れ
も
語
錄
集
、
す
な
わ
ち
門
人
の
筆
錄
し
た
語
錄
の
合
集
で
あ
る
。

卷
數
か
ら
見
る
と
、「
池
錄
」
は
四
十
三
卷
、「
饒
錄
」
は
四
十
六
卷
、「
蜀
類
」
は
一
百
四
十
卷
、「
徽
續
類
」
は
四
十
卷
、
そ
し

て
黎
靖
德
が
參
校
本
と
し
た
「
徽
類
」
は
一
百
四
十
卷
に
も
達
す
る
。
こ
れ
ら
の
既
刊
語
錄
集
は
い
ず
れ
も
卷
帙
が
厖
大
で
、
完
讀

し
が
た
い
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
對
し
て
、
古
本
朱
子
語
錄
の
ほ
う
は
、
卷
數
が
短
い
も
の
が
多
く
、
長
い
も
の
で
も
二
十
數
卷
に

過
ぎ
な
い
。
故
に
そ
の
流
傳
の
早
さ
や
閲
讀
の
實
用
性
は
上
記
の
通
行
本
に
比
べ
て
、
實
に
上
回
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

古
本
朱
子
語
錄
の
流
傳
方
法
も
樣
々
で
あ
り
、
刊
刻
に
付
さ
れ
た
も
の
も
あ
り
、
寫
本
と
し
て
相
傳
わ
っ
た
も
の
も
あ
り
、
編
纂
後

家
塾
に
祕
藏
さ
れ
た
も
の
も
あ
る
。
し
か
し
、
古
本
朱
子
語
錄
の
全
體
を
見
渡
す
と
、「
池
錄
」
な
ど
の
語
錄
集
に
比
べ
て
、
刊
刻

さ
れ
た
も
の
は
少
な
く
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
寫
本
あ
る
い
は
手
稿
本
の
形
で
流
傳
し
て
い
た
。
ま
た
、
時
は
南
宋
末
と
い
う
危
急
存
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亡
の
秋
に
當
た
り
、
後
世
に
傳
わ
っ
た
も
の
は
特
に
少
な
く
、「
四
錄
二
類
」
と
と
も
に
『
語
類
大
全
』
に
埋
沒
し
て
し
ま
う
よ
う

に
な
っ
た
。
注
意
す
べ
き
は
、『
晦
庵
先
生
語
錄
大
綱
領
』
の
よ
う
に
亡
逸
は
し
な
か
っ
た
も
の
の
、
祕
藏
さ
れ
る
だ
け
で
、
全
く

後
世
に
知
ら
れ
な
か
っ
た
語
錄
書
も
あ
る
こ
と
で
あ
る
。

一
個
人
の
語
錄
が
整
理
編
纂
さ
れ
、
こ
れ
ほ
ど
大
量
に
刊
行
さ
れ
た
こ
と
は
、
中
國
思
想
史
上
に
お
い
て
も
類
を
見
な
い
こ
と

と
言
え
よ
う
。
そ
の
盛
況
は
恐
ら
く
朱
子
本
人
も
予
想
が
つ
か
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
朱
子
語
錄
書
の
編
纂
や
刊
行
は
朱
子
學
派
の

盛
大
な
勢
力
に
よ
る
も
の
に
は
違
い
な
い
が
、
そ
の
根
底
に
は
口
傳
と
い
う
儒
敎
の
傳
統
が
宋
代
に
お
い
て
再
興
し
た
こ
と
が
考
え

ら
れ
る
。
北
宋
に
入
り
、
儒
者
の
間
で
は
口
耳
相
傳
う
と
い
う
口
傳
の
ス
タ
イ
ル
が
復
活
し
た
。
語
錄
は
二
程
と
そ
の
弟
子
た
ち
が

殘
し
た
も
の
に
よ
っ
て
、
口
傳
の
代
表
的
な
文
體
と
し
て
定
着
し
、
そ
の
市
民
權
を
得
た
。
そ
し
て
朱
子
親
ら
が
『
程
氏
遺
書
』
や

『
二
程
外
書
』、『
上
蔡
語
錄
』
な
ど
の
語
錄
書
の
編
纂
や
刊
刻
に
力
を
注
い
だ
が
、
そ
の
本
意
は
「
尹
和
靜
手
筆
辨
」（
59
）
に
お
い
て
、

孔
門
の
記
し
た
『
論
語
』
を
根
據
に
、
二
程
語
錄
の
廢
す
べ
か
ら
ざ
る
こ
と
を
力
說
し
た
こ
と
か
ら
も
窺
え
る
。
朱
子
生
前
そ
し
て

沒
後
の
時
期
に
口
傳
は
隆
盛
を
極
め
、
語
錄
も
空
前
の
地
位
に
昇
っ
た
の
で
あ
る
。
元
以
後
、
道
學
史
自
身
に
は
盛
衰
起
伏
の
變
遷

が
あ
る
が
、
語
錄
に
伴
い
、
儒
敎
に
お
け
る
口
傳
の
傳
統
は
清
末
ま
で
續
い
た
の
で
あ
る
。

ま
た
、語
錄
と
い
う
特
殊
な
文
體
は
、そ
れ
自
身
が
庶
民
化
の
傾
向
を
具
有
し
て
お
り
、言
葉
が
平
明
で
讀
み
や
す
い
の
み
な
ら
ず
、

そ
の
普
及
の
ス
ピ
ー
ド
や
流
布
の
範
圍
の
廣
さ
の
點
で
、
道
學
者
の
文
集
や
注
釋
書
よ
り
勝
っ
て
い
る
こ
と
も
看
過
で
き
な
い
だ
ろ

う
。

　
　
　

結
び
に
代
え
て
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古
本
朱
子
語
錄
書
を
含
め
た
多
く
の
朱
子
語
錄
の
誕
生
や
そ
の
流
傳
は
、
儒
敎
に
お
け
る
口
傳
の
傳
統
の
中
興
を
意
味
し
、
初
期

朱
子
學
の
成
立
と
發
展
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を
擔
っ
た
と
言
え
よ
う
。
さ
ら
に
朱
子
ひ
い
て
は
宋
代
道
學
全
體
に
お
け
る
口
傳
の

意
味
を
考
え
る
際
、
語
錄
と
著
述
と
の
關
係
、
そ
し
て
道
學
と
佛
敎
と
の
關
係
も
視
野
に
入
れ
て
考
究
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
は
言

う
ま
で
も
な
い
。
本
稿
で
は
紙
幅
が
盡
き
た
た
め
、
別
の
機
会
に
改
め
て
論
じ
た
い
。

＊
本
稿
の
一
部
は
第
二
回
韓
中
「
宋
遼
夏
金
元
史
」
國
際
學
術
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
韓
國
外
國
語
大
學
校
歷
史
文
化
研
究
所
・
河
北
大

學
宋
史
研
究
セ
ン
タ
ー
主
催
、
二
〇
〇
七
年
十
月
二
十
一
日
於
ソ
ウ
ル
）
で
發
表
し
た
。

　
　

注

（
1
） 本
稿
で
用
い
る
『
朱
子
語
類
大
全
』
の
版
本
は
明
の
成
化
九
年
陳
煒
刊
本
で
あ
る
。

（
2
） 『
論
語
』
公
冶
長
篇
、「
子
貢
曰
、『
夫
子
之
文
章
、
可
得
而
聞
也
。
夫
子
之
言
性
與
天
道
、
不
可
得
而
聞
也
。』」

（
3
） 『
朱
子
語
類
大
全
』
卷
首
附
錄
。

（
4
） 『
西
山
先
生
真
文
忠
公
文
集
』
卷
四
十
二
。

（
5
） 劉
爚
「
西
山
先
生
蔡
公
墓
誌
銘
」（『
蔡
氏
九
儒
書
』
卷
二
「
西
山
公
集
」
附
錄
）、「
造
化
微
妙
、
惟
深
於
理
者
得
之
、
吾
與
季
通
言
、
未

嘗
厭
也
。」

（
6
） 『
榕
村
集
』
卷
十
三
所
收
、「
嗣
君
又
爲
予
言
、
其
先
人
曾
得
朱
子
手
記
與
蔡
西
山
答
問
之
語
曰
『
翁
季
錄
』
者
、
祕
藏
多
年
、
與
此
之
『
韓

文
』
竝
時
失
之
。
厥
後
訪
求
人
間
、
則
不
復
得
矣
。
可
勝
惜
哉
。」
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（
7
） 『
榕
村
集
』
卷
二
十
八
「
條
奏
朱
子
全
書
目
錄
次
第
劄
子
」、「
臣
又
按
、朱
子
當
日
有
手
自
紀
錄
與
蔡
元
定
講
論
之
語
名
曰
『
翁
季
錄
』
者
、

此
書
自
宋
人
罕
見
之
、
然
近
年
家
有
此
書
、
後
雖
兵
火
失
落
、
則
是
猶
留
傳
於
人
間
也
。
恭
遇
聖
駕
南
巡
、
乞
旨
下
獻
此
書
者
給
賞
、
倘

幸
而
復
得
、
以
備
朱
子
之
微
言
、
則
萬
世
學
者
幸
甚
。」

（
8
） 『
朱
子
語
類
大
全
』
卷
首
「
朱
子
語
錄
姓
氏
」。

（
9
） 『
朱
子
語
類
大
全
』
卷
首
附
錄
、「
嘉
定
元
年
、
予
留
成
都
、
度
周
卿
請
刻
本
以
幸
後
學
。
予
曰
、『
予
非
敢
靳
也
、
所
爲
弗
敢
傳
者
、
恐

以
誤
後
學
耳
。』
周
卿
艴
然
曰
、『
奚
至
是
。』
予
曰
、『
子
知
今
之
學
者
之
病
乎
。
凡
千
數
百
年
不
得
其
傳
者
、
今
諸
儒
先
之
講
析
既
精
、

後
學
之
;
類
亦
廣
、
而
閩
・
浙
・
庸
・
蜀
之
鋟
刻
者
已
徧
於
天
下
。
若
稍
損
貲
用
、
則
立
可
以
充
廚
牣
。
凡
苟
有
小
惠
纖
能
、
涉
其
大
指
、

則
亦
能
以
綴
說
緝
文
、
或
以
語
諸
人
、
則
亦
若
稍
嘗
從
事
焉
者
、
奚
必
誦
先
聖
書
而
後
爲
學
乎
。
亦
取
諸
此
而
足
矣
。
且
張
宣
公
以
程
子

之
意
類
聚
孔
孟
言
仁
、
而
文
公
猶
恐
長
學
者
欲
速
好
徑
之
心
、
滋
入
耳
出
口
之
弊
。
脫
是
書
之
行
、
其
無
乃
非
公
所
云
云
者
乎
。
吾
甚
懼

焉
。』
周
卿
:
是
姑
徐
之
。
後
數
年
、
竟
從
予
乞
本
刊
諸
青
衣
、
彼
不
過
余
所
藏
十
之
二
三
耳
。
然
予
且
謂
周
卿
曰
、『
子
其
以
此
意
著
于

篇
端
、
俾
學
者
毋
襲
是
弊
也
。』
其
後
李
貫
之
刊
于
江
東
、
則
已
十
之
六
七
。」

（
10
） 『
朱
子
語
類
大
全
』
卷
首
「
朱
子
語
錄
姓
氏
」。

（
11
） 

同
上
。

（
12
） 『
復
齋
先
生
龍
圖
陳
公
文
集
』
卷
二
十
一
。

（
13
） 

原
文
、「
嘗
曰
、『
吾
所
聞
於
師
者
、
皆
精
微
要
妙
、
口
傳
而
不
書
者
也
。
吾
老
矣
、
不
可
獨
善
其
身
、
將
書
之
、
淑
斯
人
。』」 

（
14
） 『
朱
子
語
類
大
全
』
卷
首
「
朱
子
語
錄
姓
氏
」。

（
15
） 『
中
庸
章
句
』
第
三
十
三
章
。

（
16
） 『
論
語
』
述
而
篇
、「
子
曰
、『
默
而
識
之
、
學
而
不
厭
、
誨
人
不
倦
、
何
有
於
我
哉
。』」
朱
注
、「
識
、
記
也
。
默
識
、
謂
不
言
而
存
諸
心
也
。」

（
17
） 『
勉
齋
先
生
黃
文
肅
公
文
集
』
卷
二
十
「
書
襲
夢
錫
所
編
晦
菴
先
生
語
錄
」。

（
18
） 『
桐
江
集
』卷
八（『
宛
委
別
藏
』本
）。『
元
代
珍
本
文
集
彙
刊
』景
印
臺
灣
國
立
中
央
圖
書
館
藏
鈔
本『
桐
江
集
』卷
四
で
は
、「
委
先
君
訂
正
」
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が
「
委
先
校
正
」
に
作
っ
て
い
る
（
國
立
中
央
圖
書
館
、
一
九
七
〇
年
三
月
）。

（
19
） 『
鶴
山
先
生
大
全
文
集
』
卷
八
十
七
「
寳
章
閣
學
士
通
議
大
夫
致
仕
贈
宣
奉
大
夫
曹
公
彥
約
墓
誌
銘
」。

（
20
） 『
新
安
文
獻
志
』
卷
六
十
九
。

（
21
） 

原
文
、「『
文
公
語
類
』
出
于
衆
手
、
純
駁
不
一
、
自
加
詮
擇
、
爲
『
朱
子
語
粹
』
十
卷
。」

（
22
） 

原
文
、「
楊
與
立
編
次
晦
庵
先
生
之
語
、
蕭
一
致
刻
于
道
州
。」

（
23
） 『
朝
鮮
古
寫
徽
州
本
朱
子
語
類
』
卷
首
、「
至
嘉
定
庚
辰
・
辛
巳
間
、
建
安
楊
與
立
始
約
爲
『
語
略
』、
行
於
東
南
。」（
中
文
出
版
社
景
印
本
、

一
九
八
二
年
七
月
）

（
24
） 

近
刊
豫
定
。

（
25
） 

李
方
子
に
つ
い
て
は
、拙
稿「『
晦
庵
先
生
語
錄
大
綱
領
』攷―

附
錄
朱
子
・
范
如
圭
・
程
端
蒙
・
李
方
子
の
佚
文―

」（『
中
國
思
想
史
研
究
』

第
二
十
八
號
、
一
一
三
〜
二
〇
一
頁
、
京
都
大
學
中
國
哲
學
史
研
究
會
、
二
〇
〇
六
年
三
月
）
を
參
照
。

（
26
） 

原
文
、「
李
方
子
編
濂
溪
・
康
節
・
横
渠
・
明
道
・
伊
川
・
晦
庵
・
南
軒
・
東
萊
之
說
、
類
而
集
之
。」

（
27
） 「
有
所
謂
『
格
言
』・『
精
語
』
繼
『
語
略
』
而
出
、
皆
非
朱
子
語
錄
全
書
也
。」

（
28
） 『
字
溪
集
』
卷
十
二
附
錄
。

（
29
） 『
鶴
山
先
生
大
全
文
集
』
卷
五
十
五
。

（
30
） 

同
上
、
卷
四
十
二
「
史
守
文
孟
博
篤
齋
說
」
を
參
照
。

（
31
） 『
朱
子
語
類
大
全
』
卷
首
「
朱
子
語
錄
姓
氏
」。

（
32
） 

原
文
、「
南
城
包
揚
顯
道
錄
朱
侍
講
論
文
之
語
。」

（
33
） 

近
刊
豫
定
。

（
34
） 『
朱
子
語
類
大
全
』
卷
首
「
朱
子
語
錄
姓
氏
」。

（
35
） 『
陳
克
齋
先
生
集
』
卷
五
。
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（
36
） 

近
刊
豫
定
。

（
37
） 『
赤
城
後
集
』
卷
二
十
八
所
收
、「
自
謂
『
窮
年
矻
矻
、
庶
於
此
歸
宿
乎
。』」

（
38
） 
同
上
、
卷
十
九
所
收
、「
其
分
門
寡
、
其
聯
屬
者
不
殊
、
使
人
從
容
探
討
。」

（
39
） 『
朱
子
語
類
大
全
』
卷
首
「
朱
子
語
錄
姓
氏
」。

（
40
） 

原
文
、「
吳
必
大
記
錄
晦
庵
先
生
之
語
、
朱
鑑
刻
于
興
國
。」

（
41
） 『
朱
子
語
類
大
全
』
卷
首
「
朱
子
語
錄
姓
氏
」。

（
42
） 

黃
士
毅
編
「
蜀
類
」
に
收
め
ら
れ
て
い
る
輔
廣
錄
の
一
部
は
朱
子
の
訂
正
本
で
あ
る
。『
朱
子
語
類
大
全
』
卷
首
附
錄
黃
士
毅
「
朱
子
語

類
後
序
」
を
參
照
。

（
43
） 

原
文
、「
有
『
六
經
註
釋
』・『
四
書
問
答
』・『
通
鑑
說
』・『
師
訓
編
』・『
日
新
錄
』・
雜
著
藁
、
皆
藏
於
家
。」

（
44
） 

前
揭
「
眉
州
刊
朱
子
語
類
序
」、「
從
朱
文
公
最
久
、
盡
得
公
平
生
語
言
文
字
。」

（
45
） 『
朱
子
語
類
大
全
』
卷
首
「
朱
子
語
錄
姓
氏
」。

（
46
） 

同
上
。

（
47
） 

原
文
、「
事
文
公
最
久
、
議
論
尤
有
根
據
、
嘗
次
序
所
聞
曰
『
先
師
德
言
』。」

（
48
） 『
朱
子
語
類
大
全
』
卷
首
「
朱
子
語
錄
姓
氏
」。

（
49
） 『
重
編
瓊
臺
藁
』
卷
九
。

（
50
） 『
四
庫
全
書
總
目
提
要
』
卷
九
十
五
「
子
部
五　

儒
家
類
存
目
一
」、「
前
列
『
道
學
統
宗
』
一
圖
、
上
溯
羲
・
孔
、
而
以
伯
羽
直
接
朱
子

之
下
…
…
後
附
『
墓
表
』・『
行
實
』、
載
朱
子
詩
二
首
及
『
敬
義
堂
銘
』。」

（
51
） 『
朱
子
語
類
大
全
』
卷
首
「
朱
子
語
錄
姓
氏
」。

（
52
） 

原
文
、「
是
書
見
康
熙
『
志
』。
恪
從
朱
子
游
、
此
蓋
記
其
所
受
於
朱
子
者
。
今
佚
。」

（
53
） 

原
文
、「
淹
貫
經
史
・
諸
子
百
氏
之
書
、
工
於
詩
賦
。
後
集
朱
文
公
語
錄
、
類
爲
别
集
、
以
詔
後
學
。
學
者
宗
之
。」
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（
54
） 

原
文
、「
凡
六
經
之
要
旨
、『
論
』・『
孟
』
之
奥
義
、
悉
可
以
類
而
求
之
。
延
平
廖
德
明
爲
之
序
。」

（
55
） 
原
文
、「
蜀
人
以
晦
庵
語
錄
類
成
編
、
處
州
敎
授
東
陽
潘
墀
取
其
『
論
語
』
一
類
、
增
益
其
未
備
、
刊
於
學
宮
。」

（
56
） 
原
文
、「
潘
墀
、
金
華
人
、
嘗
爲
處
州
敎
授
、
因
蜀
人
所
編
『
朱
子
語
類
』
中
『
論
語
』
一
門
、
補
其
未
備
者
、
爲
『
論
語
語
類
』。」

（
57
） 「
嘗
以
李
貫
之
所
編
『
朱
子
語
類
』、
專
取
其
『
論
語
』、
補
其
不
備
、
別
爲
『
論
語
語
類
』
行
世
。」

（
58
） 

婺
錄
の
刊
行
年
代
の
推
定
は
前
掲
蔡
杭
「
饒
州
刊
朱
子
語
後
錄
後
序
」
に
よ
る
。

（
59
） 『
晦
庵
先
生
朱
文
公
文
集
』
卷
七
十
二
。





西脇常記教授退休記念論集「東アジアの宗教と文化」

2007 年 12 月 20 日發行

編集及發行 西脇常記教授退休記念論集編集委員會
  京都大学人文科學研究所
  Christian Wittern 研究室
  〒 606-8265 京都市左京区北白川小倉町 47


	表題
	序文

	古本朱子語錄について
	　

